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調査概要 2 

栗山町の資産の認知・魅力を、インナー（栗山町民）/アウター（札幌市民）の視点から定量的 

に把握し、今後の若者移住促進施策立案に活用する。 
調査目的 

調査手法 
 
 
調査対象/サンプル数 
 
 
 
 
 
 
 
調査実施時期 

アウター（札幌市民） インナー(栗山町民） 

郵送調査 
 
栗山町居住者 
（発送：2,000 回収：373 回収率：18.7％） 

 
 
 
 
 
 
 
2016年2月19日（金）～3月4日（金） 

インターネット調査 
 
札幌市居住者 
 
 
 
 
 
 
 
 
2016年2月24日(水）～2月27日（土） 

総
数

２
０
代

３
０
代

４
０
代

２
０
代

３
０
代

４
０
代

性
別
ま
た
は

年
齢
無
回
答

373ss 53ss 105ss 1ss 77ss 130ss 2ss 5ss

男性 女性

総
数

２
０
代

３
０
代

２
０
代

３
０
代

800ss 46ss 125ss 241ss 388ss

男性 女性

調査実施機関 栗山町 株式会社 電通マクロミルインサイト 



質問項目一覧 3 

(栗山市民) (札幌市民)

郵送調査 WEB調査

Q1 栗山町　愛着 SC1 居住市町村
Q2 栗山町　魅力的だと思われるところだと思うか SC2 居住形態
Q3 栗山町　居住地として魅力的か SC3 認知・来訪経験
Q4 栗山町　継続居住意向 SC4 各地域の訪問頻度
Q5 栗山町　継続居住意向理由 SC4 居住地への愛着
Q6 栗山町　自由想起 Q1 『栗山町』自由連想
Q7 栗山町　ブランド資産 Q2 『栗山町』ブランド資産①
Q8 栗山町　ブランド価値 Q3 『栗山町』ブランド資産②
Q9 栗山町　資産認知 Q4 『栗山町』ブランド価値
Q10 栗山町　資産魅力度 Q5 『栗山町』の資産認知
Q11 札幌市　認知・訪問経験 Q6 『栗山町』の資産魅力
Q12 札幌市　訪問頻度 Q7 『栗山町』の訪問・居住意向
Q13 札幌市　訪問意向 Q8 『栗山市』居住意向理由
Q14 札幌市　居住意向 Q9 『札幌市』の訪問・居住意向
Q15 札幌市自由想起 Q10 『札幌市』自由連想
Q16 札幌市　ブランド資産 Q11 『札幌市』ブランド資産①
Q17 札幌市　ブランド価値 Q12 『札幌市』ブランド資産②
Q18 移住意向 Q13 『札幌市』ブランド価値
Q19 住むまち決定時重視点 Q14 『東川町』の訪問・居住意向
Q20 幸福度 Q15 『東川町』自由連想
Q21 栗山シティプロモーション　関心度 Q16 『東川町』ブランド資産①
Q22 栗山シティプロモーション　参加意向 Q17 『東川町』ブランド資産②

Q18 『東川町』ブランド価値
Q19 移住意向
Q20 居住するまち検討時重視点
Q21 幸福度
Q22 居住歴
Q23 職業

FACE 性別
FACE 年齢 モニターデータ 性別
FACE 職業 モニターデータ 年齢
FACE 居住歴



回答者プロフィール 4 

【基数:対象者全体】 （％）

N

栗山町居住者
(郵送）全体

373

札幌市居住者
（ＷＥＢ）全体

800

男性

42.9 

21.4 

女性

56.0 

78.6 

無記入

1.1 

-

【基数:対象者全体】 （％）

N

栗山町居住者
(郵送）全体

373

札幌市居住者
（ＷＥＢ）全体

800

２０～２４歳

16.4 

10.5 

２５～２９歳

18.5 

25.4 

３０～３４歳

29.5 

32.9 

３５～３９歳

33.8 

31.3 

４０～４９歳

0.8 

-

無回答

1.1 

-

【基数:対象者全体】 （％）

N

栗山町居住者
(郵送）全体

373

札幌市居住者
（ＷＥＢ）全体

800

男性２０代

14.2 

5.8 

男性３０代

28.2 

15.6 

男性４０代

0.3 

-

女性２０代

20.6 

30.1 

女性３０代

34.9 

48.5 

女性４０代

0.5 

-

性別または

年齢無回答

1.3 

-

【性別】 

【年令】 

【性×年代】 



回答者プロフィール 5 

【基数:対象者全体】 （％）

N
平均（年）

栗山町居住者
(郵送）全体

373 14.0

札幌市居住者
（ＷＥＢ）全体

800 13.7

20年以上

51.5 

44.3 

10年以上

～20年未満

13.7 

20.1 

5年以上

～10年未満

12.3 

17.5 

1年以上

～5年未満

17.2 

14.8 

1年未満

4.3 

3.4 

無回答

1.1 

-

【基数:対象者全体】 （％）

N

有職（パート・
アルバイト含む）

（計）

栗山町居住者
(郵送）全体

373 68.4%

札幌市居住者
（ＷＥＢ）全体

800 62.5%

会社員

34.3 

39.1 

会社役員

・経営者

1.9 

0.8 

教員

0.8 

1.0 

教員以外

の公務員

5.6 

1.3 

商工

サービス

自営業

1.3 

1.6 

自由業

2.1 

2.0 

農林漁業

7.0 

-

パート・

アルバイト

15.3 

16.8 

専業主婦

12.9 

27.0 

その他

15.8 

10.5 

無回答

2.9 

-

【居住年数】 

【職業】 



愛着、訪問・居住意向 



7 訪問経験 

栗山町居住者のほとんどは札幌市への訪問経験があるが、札幌市居住者の栗山町への訪問は4割弱にとどまる。 

 札幌市居住者において栗山町への訪問経験は4割弱。男女ともに20代より30代が高く、特に男性30代では6割弱となっている。東川町の訪問経験は2割強。
こちらも20代より30代が高くなっている。 

 栗山町居住者の札幌市への訪問経験は10割弱とほぼ全員。 

(WEB)SC3/(郵送）Q11 あなたはこれまでに、以下の地域を訪れたことがありますか。それぞれについてお知らせください。 

※現在居住地域については聴取なし。東川町は札幌居住者にのみ聴取。 

【基数:対象者全体】 （％）

N

訪問経験
者（計）

認知・訪問
経験者
（計）

 *0 0.0% 0.0%

男性２０代  *0 0.0% 0.0%

男性３０代  *0 0.0% 0.0%

男性４０代  *0 0.0% 0.0%

女性２０代  *0 0.0% 0.0%

女性３０代  *0 0.0% 0.0%

女性４０代  *0 0.0% 0.0%

800 39.6% 87.0%

男性２０代 46 39.1% 76.1%

男性３０代 125 59.2% 90.4%

女性２０代 241 27.4% 79.7%

女性３０代 388 41.0% 91.8%

栗山町居住者
(郵送）全体

札幌市居住者
（ＷＥＢ）全体

札
幌
市
 

性
年
代
別

栗
山
町
 

性
年
代
別

２度以上

ある

-

-

-

-

-

-

-

26.5 

21.7 

43.2 

17.0 

27.6 

１度だけ

ある

-

-

-

-

-

-

-

13.1 

17.4 

16.0 

10.4 

13.4 

認知・訪問

経験なし

-

-

-

-

-

-

-

47.4 

37.0 

31.2 

52.3 

50.8 

知らない

-

-

-

-

-

-

-

13.0 

23.9 

9.6 

20.3 

8.2 

無回答

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

【基数:対象者全体】 （％）

N

訪問経験
者（計）

認知・訪問
経験者
（計）

373 98.7% 98.9%

53 98.1% 98.1%

105 100.0% 100.0%

 *1 100.0% 100.0%

77 97.4% 98.7%

130 98.5% 98.5%

 *2 100.0% 100.0%

 *0 0.0% 0.0%

 *0 0.0% 0.0%

 *0 0.0% 0.0%

 *0 0.0% 0.0%

 *0 0.0% 0.0%

２度以上

ある

97.6 

90.6 

100.0 

100.0 

97.4 

98.5 

100.0 

-

-

-

-

-

１度だけ

ある

1.1 

7.5 

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

認知・訪問

経験なし

0.3 

-

-

-

1.3 

-

-

-

-

-

-

-

知らない

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

無回答

1.1 

1.9 

-

-

1.3 

1.5 

-

-

-

-

-

-

【基数:対象者全体】 （％）

N

訪問経験
者（計）

認知・訪問
経験者
（計）

 *0 0.0% 0.0%

 *0 0.0% 0.0%

 *0 0.0% 0.0%

 *0 0.0% 0.0%

 *0 0.0% 0.0%

 *0 0.0% 0.0%

 *0 0.0% 0.0%

800 23.6% 72.1%

46 13.0% 67.4%

125 36.8% 78.4%

241 16.6% 60.6%

388 25.0% 77.8%

２度以上

ある

-

-

-

-

-

-

-

14.0 

4.3 

25.6 

11.6 

12.9 

１度だけ

ある

-

-

-

-

-

-

-

9.6 

8.7 

11.2 

5.0 

12.1 

認知・訪問

経験なし

-

-

-

-

-

-

-

48.5 

54.3 

41.6 

44.0 

52.8 

知らない

-

-

-

-

-

-

-

27.9 

32.6 

21.6 

39.4 

22.2 

無回答

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

【栗山町】 【札幌市】 【東川町】 

※表内網掛け：各地域の全体のスコアに対して■:10％以上/■:5％以上/■:5％以下/■:10％以下 

聴取なし 聴取なし 

聴取なし 



8 各地域訪問頻度 

栗山町居住者は、札幌市へ月に2回以上訪問している人が半数を超える。 

 札幌市居住者において栗山市への訪問頻度は「月1回未満」が9割強。東川町訪問頻度もほぼ同程度。 
 栗山町居住者の札幌市への訪問頻度は「月2～3回」が最も多く、3割を占める。 

(WEB)SC4/(郵送）Q12 あなたは以下の北海道の地域に、どれくらいの頻度で訪問していますか。 

【基数:当該地複数回訪問者】 （％）

N

 *0

男性２０代  *0

男性３０代  *0

男性４０代  *0

女性２０代  *0

女性３０代  *0

女性４０代  *0

212

男性２０代  *10

男性３０代 54

女性２０代 41

女性３０代 107

栗山町居住者
(郵送）全体

栗
山
町
 

性
年
代
別

札幌市居住者
（ＷＥＢ）全体

札
幌
市
 

性
年
代
別

ほぼ

毎日

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

週2～3

回程度

-

-

-

-

-

-

-

0.9 

-

1.9 

-

0.9 

週1回

程度

-

-

-

-

-

-

-

0.5 

-

1.9 

-

-

月2～3

回程度

-

-

-

-

-

-

-

0.5 

10.0 

-

-

-

月１回

程度

-

-

-

-

-

-

-

3.3 

10.0 

-

7.3 

2.8 

月１回

未満

-

-

-

-

-

-

-

94.8 

80.0 

96.3 

92.7 

96.3 

無回答

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

【基数:当該地複数回訪問者】 （％）

N

364

48

105

 *1

75

128

 *2

 *0

 *0

 *0

 *0

 *0

ほぼ

毎日

5.2 

10.4 

4.8 

-

8.0 

2.3 

-

-

-

-

-

-

週2～3

回程度

5.8 

8.3 

6.7 

100.0 

8.0 

2.3 

-

-

-

-

-

-

週1回

程度

11.3 

8.3 

11.4 

-

8.0 

14.8 

-

-

-

-

-

-

月2～3

回程度

30.2 

29.2 

26.7 

-

36.0 

27.3 

100.0 

-

-

-

-

-

月１回

程度

19.2 

12.5 

28.6 

-

17.3 

15.6 

-

-

-

-

-

-

月１回

未満

27.7 

31.3 

21.9 

-

20.0 

37.5 

-

-

-

-

-

-

無回答

0.5 

-

-

-

2.7 

-

-

-

-

-

-

-

【基数:当該地複数回訪問者】 （％）

N

 *0

 *0

 *0

 *0

 *0

 *0

 *0

112

 *2

32

 *28

50

ほぼ

毎日

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

週2～3

回程度

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

週1回

程度

-

-

-

-

-

-

-

1.8 

-

6.3 

-

-

月2～3

回程度

-

-

-

-

-

-

-

1.8 

-

-

3.6 

2.0 

月１回

程度

-

-

-

-

-

-

-

0.9 

50.0 

-

-

-

月１回

未満

-

-

-

-

-

-

-

95.5 

50.0 

93.8 

96.4 

98.0 

無回答

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

【栗山町】 【札幌市】 【東川町】 

※現在居住地域については聴取なし。東川町は札幌居住者にのみ聴取。 

聴取なし 聴取なし 

聴取なし 



9 現在住んでいる地域への愛着 

栗山町居住者の愛着は7割弱と高いものの、札幌市居住者はそれを上回る。 

 栗山町居住者の「栗山町」への愛着は67%。 
 一方、札幌市居住者の「札幌市」への愛着は栗山町より高く、79％。 

(WEB)SC5/(郵送）Q1 あなたは、現在あなたが住んでいるところにどの程度愛着がありますか。 

【基数:対象者全体】 （％）

N

愛着がある
（計）

373 66.5%

男性２０代 53 67.9%

男性３０代 105 71.4%

男性４０代  *1 0.0%

女性２０代 77 67.5%

女性３０代 130 63.1%

女性４０代  *2 50.0%

 *0 0.0%

男性２０代  *0 0.0%

男性３０代  *0 0.0%

女性２０代  *0 0.0%

女性３０代  *0 0.0%

栗山町居住者
(郵送）全体

栗
山
町
 

性
年
代
別

札幌市居住者
（ＷＥＢ）全体

札
幌
市
 

性
年
代
別

非常に

愛着がある

26.3 

34.0 

29.5 

-

31.2 

18.5 

-

-

-

-

-

-

やや

愛着がある

40.2 

34.0 

41.9 

-

36.4 

44.6 

50.0 

-

-

-

-

-

どちらでも

ない

19.3 

15.1 

18.1 

-

19.5 

21.5 

50.0 

-

-

-

-

-

あまり

愛着がない

9.1 

9.4 

6.7 

100.0 

10.4 

8.5 

-

-

-

-

-

-

全く

愛着がない

4.8 

7.5 

2.9 

-

2.6 

6.9 

-

-

-

-

-

-

無回答

0.3 

-

1.0 

-

-

-

-

-

-

-

-

-

【基数:対象者全体】 （％）

N

愛着がある
（計）

 *0 0.0%

 *0 0.0%

 *0 0.0%

 *0 0.0%

 *0 0.0%

 *0 0.0%

 *0 0.0%

800 78.9%

46 69.6%

125 72.8%

241 79.7%

388 81.4%

非常に

愛着がある

-

-

-

-

-

-

-

41.4 

37.0 

36.0 

39.4 

44.8 

やや

愛着がある

-

-

-

-

-

-

-

37.5 

32.6 

36.8 

40.2 

36.6 

どちらでも

ない

-

-

-

-

-

-

-

14.1 

21.7 

19.2 

14.1 

11.6 

あまり

愛着がない

-

-

-

-

-

-

-

4.4 

6.5 

5.6 

3.7 

4.1 

全く

愛着がない

-

-

-

-

-

-

-

2.6 

2.2 

2.4 

2.5 

2.8 

無回答

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

※表内網掛け：各地域の全体のスコアに対して■:10％以上/■:5％以上/■:5％以下/■:10％以下 

聴取なし 

聴取なし 



10 幸福度 

幸福度は札幌市をやや上回る。男性同士で比べると、特にその差は大きい。 

 栗山町居住者の幸福度は10点満点で6.6点。男性より女性がやや高くなっている。 
 札幌市居住者の幸福度は10点満点中6.3点。こちらも男性より女性の方が高めの傾向。 

(WEB)Q21/(郵送）Q20 現在、あなたはどの程度幸せですか。「とても幸せ」を10点、「とても不幸」を0点とすると、何点くらいになると思いますか。 
                                 あなたのお気持ちに最も近いものをおひとつお知らせください。 

【基数:対象者全体】 （％）

<とても幸せ＞

N

平均
（点）

373 6.6

男性２０代 53 6.1

男性３０代 105 6.6

男性４０代  *1 7.0

女性２０代 77 6.6

女性３０代 130 6.8

女性４０代  *2 5.5

 *0 0.0

男性２０代  *0 0.0

男性３０代  *0 0.0

女性２０代  *0 0.0

女性３０代  *0 0.0

栗山町居住者
(郵送）全体

栗
山
町
 

性
年
代
別

札幌市居住者
（ＷＥＢ）全体

札
幌
市
 

性
年
代
別

＜とても不幸＞

１０点

9.9 

9.4 

9.5 

-

13.0 

9.2 

-

-

-

-

-

-

９点

11.0 

7.5 

12.4 

-

7.8 

13.8 

-

-

-

-

-

-

８点

18.5 

13.2 

17.1 

-

18.2 

23.1 

-

-

-

-

-

-

７点

15.0 

24.5 

15.2 

100.0 

11.7 

12.3 

50.0 

-

-

-

-

-

６点

10.2 

3.8 

7.6 

-

13.0 

13.1 

-

-

-

-

-

-

５点

17.2 

11.3 

21.9 

-

20.8 

13.1 

-

-

-

-

-

-

４点

5.9 

5.7 

7.6 

-

3.9 

5.4 

50.0 

-

-

-

-

-

３点

5.1 

9.4 

1.9 

-

6.5 

5.4 

-

-

-

-

-

-

２点

2.7 

5.7 

1.9 

-

3.9 

1.5 

-

-

-

-

-

-

１点

1.3 

1.9 

2.9 

-

-

0.8 

-

-

-

-

-

-

０点

1.1 

3.8 

1.0 

-

-

0.8 

-

-

-

-

-

-

無回答

2.1 

3.8 

1.0 

-

1.3 

1.5 

-

-

-

-

-

-

【基数:対象者全体】 （％）

<とても幸せ＞

N

平均
（点）

 *0 0.0

 *0 0.0

 *0 0.0

 *0 0.0

 *0 0.0

 *0 0.0

 *0 0.0

800 6.3

46 5.5

125 5.3

241 6.6

388 6.5

＜とても不幸＞

１０点

-

-

-

-

-

-

-

7.1 

4.3 

4.8 

8.3 

7.5 

９点

-

-

-

-

-

-

-

9.6 

6.5 

4.0 

10.4 

11.3 

８点

-

-

-

-

-

-

-

17.6 

8.7 

11.2 

19.5 

19.6 

７点

-

-

-

-

-

-

-

19.0 

10.9 

16.8 

21.2 

19.3 

６点

-

-

-

-

-

-

-

13.0 

21.7 

13.6 

15.4 

10.3 

５点

-

-

-

-

-

-

-

13.4 

19.6 

12.8 

10.4 

14.7 

４点

-

-

-

-

-

-

-

6.9 

10.9 

9.6 

5.0 

6.7 

３点

-

-

-

-

-

-

-

5.9 

6.5 

10.4 

3.7 

5.7 

２点

-

-

-

-

-

-

-

3.1 

2.2 

6.4 

3.7 

1.8 

１点

-

-

-

-

-

-

-

2.6 

2.2 

5.6 

1.2 

2.6 

０点

-

-

-

-

-

-

-

1.8 

6.5 

4.8 

1.2 

0.5 

無回答

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

聴取なし 

聴取なし 



11 各エリアの訪問意向 

札幌市居住者の栗山町への訪問意向は、7割と高い。 ※栗山町の資産提示後に聴取 

 札幌市居住者の栗山市への訪問意向は71％。東川町の訪問意向37％よりも34pt高くなっている。 
 栗山町居住者の札幌市への訪問意向は87％。トップボックスでも67％と高いスコアを獲得。 

【基数:対象者全体】 （％）

N

そう思う（計）

 *0 0.0%

男性２０代  *0 0.0%

男性３０代  *0 0.0%

男性４０代  *0 0.0%

女性２０代  *0 0.0%

女性３０代  *0 0.0%

女性４０代  *0 0.0%

800 71.4%

男性２０代 46 63.0%

男性３０代 125 68.0%

女性２０代 241 73.0%

女性３０代 388 72.4%

栗山町居住者
(郵送）全体

栗
山
町
 

性
年
代
別

札幌市居住者
（ＷＥＢ）全体

札
幌
市
 

性
年
代
別

非常に

そう思う

-

-

-

-

-

-

-

22.1 

13.0 

16.0 

20.7 

26.0 

やや

そう思う

-

-

-

-

-

-

-

49.3 

50.0 

52.0 

52.3 

46.4 

どちらでも

ない

-

-

-

-

-

-

-

14.1 

15.2 

13.6 

12.4 

15.2 

あまりそう

思わない

-

-

-

-

-

-

-

8.5 

13.0 

9.6 

7.9 

8.0 

全くそう

思わない

-

-

-

-

-

-

-

6.0 

8.7 

8.8 

6.6 

4.4 

無回答

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

【基数:対象者全体】 （％）

N

そう思う（計）

373 86.9%

53 79.2%

105 81.9%

 *1 100.0%

77 93.5%

130 89.2%

 *2 100.0%

 *0 0.0%

 *0 0.0%

 *0 0.0%

 *0 0.0%

 *0 0.0%

非常に

そう思う

67.0 

64.2 

56.2 

100.0 

75.3 

71.5 

100.0 

-

-

-

-

-

やや

そう思う

19.8 

15.1 

25.7 

-

18.2 

17.7 

-

-

-

-

-

-

どちらでも

ない

8.8 

13.2 

11.4 

-

1.3 

10.0 

-

-

-

-

-

-

あまりそう

思わない

2.7 

3.8 

4.8 

-

3.9 

-

-

-

-

-

-

-

全くそう

思わない

1.3 

1.9 

1.9 

-

1.3 

0.8 

-

-

-

-

-

-

無回答

0.3 

1.9 

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

【基数:東川町認知者】 （％）

N

そう思う（計）

 *0 0.0%

 *0 0.0%

 *0 0.0%

 *0 0.0%

 *0 0.0%

 *0 0.0%

 *0 0.0%

577 37.3%

31 38.7%

98 33.7%

146 39.0%

302 37.4%

非常に

そう思う

-

-

-

-

-

-

-

9.0 

9.7 

11.2 

6.2 

9.6 

やや

そう思う

-

-

-

-

-

-

-

28.2 

29.0 

22.4 

32.9 

27.8 

どちらでも

ない

-

-

-

-

-

-

-

26.0 

22.6 

25.5 

25.3 

26.8 

あまりそう

思わない

-

-

-

-

-

-

-

20.5 

16.1 

24.5 

19.2 

20.2 

全くそう

思わない

-

-

-

-

-

-

-

16.3 

22.6 

16.3 

16.4 

15.6 

無回答

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

(WEB)Q7(1) あなたは、今後機会があれば栗山町に訪れてみたいと思いますか。 
(郵送）Q13 あなたは、今後機会があれば札幌市に訪れてみたいと思いますか。 
(WEB)Q14(1) あなたは、今後機会があれば東川町に訪れてみたいと思いますか。 

【栗山町】 【札幌市】 【東川町】 

※現在居住地域については聴取なし。東川町は札幌居住者にのみ聴取。 

※表内網掛け：各地域の全体のスコアに対して■:10％以上/■:5％以上/■:5％以下/■:10％以下 

聴取なし 聴取なし 

聴取なし 



12 各エリアの居住意向 

栗山町居住者の4割以上で札幌市への今後居住意向が見られるのに対し、札幌市居住者の栗山町居住意向は2割弱にとどまる。 

【基数:対象者全体】 （％）

N

そう思う（計）

 *0 0.0%

男性２０代  *0 0.0%

男性３０代  *0 0.0%

男性４０代  *0 0.0%

女性２０代  *0 0.0%

女性３０代  *0 0.0%

女性４０代  *0 0.0%

800 17.0%

男性２０代 46 15.2%

男性３０代 125 20.0%

女性２０代 241 15.8%

女性３０代 388 17.0%

栗山町居住者
(郵送）全体

栗
山
町
 

性
年
代
別

札幌市居住者
（ＷＥＢ）全体

札
幌
市
 

性
年
代
別

非常に

そう思う

-

-

-

-

-

-

-

2.1 

-

1.6 

4.1 

1.3 

やや

そう思う

-

-

-

-

-

-

-

14.9 

15.2 

18.4 

11.6 

15.7 

どちらでも

ない

-

-

-

-

-

-

-

26.5 

21.7 

23.2 

27.0 

27.8 

あまりそう

思わない

-

-

-

-

-

-

-

32.3 

34.8 

32.8 

31.5 

32.2 

全くそう

思わない

-

-

-

-

-

-

-

24.3 

28.3 

24.0 

25.7 

22.9 

無回答

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

【基数:対象者全体】 （％）

N

そう思う（計）

373 43.7%

53 41.5%

105 36.2%

 *1 100.0%

77 46.8%

130 46.9%

 *2 100.0%

800 82.4%

46 76.1%

125 77.6%

241 85.5%

388 82.7%

非常に

そう思う

24.9 

30.2 

18.1 

100.0 

22.1 

29.2 

50.0 

57.5 

54.3 

48.8 

60.2 

59.0 

やや

そう思う

18.8 

11.3 

18.1 

-

24.7 

17.7 

50.0 

24.9 

21.7 

28.8 

25.3 

23.7 

どちらでも

ない

16.1 

17.0 

19.0 

-

16.9 

13.1 

-

8.9 

13.0 

12.0 

6.6 

8.8 

あまりそう

思わない

18.5 

20.8 

24.8 

-

16.9 

14.6 

-

5.3 

6.5 

7.2 

3.7 

5.4 

全くそう

思わない

21.4 

18.9 

20.0 

-

19.5 

25.4 

-

3.5 

4.3 

3.2 

4.1 

3.1 

無回答

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

【基数:東川町認知者】 （％）

N

そう思う（計）

 *0 0.0%

 *0 0.0%

 *0 0.0%

 *0 0.0%

 *0 0.0%

 *0 0.0%

 *0 0.0%

577 8.5%

31 6.5%

98 14.3%

146 8.9%

302 6.6%

非常に

そう思う

-

-

-

-

-

-

-

1.4 

-

4.1 

0.7 

1.0 

やや

そう思う

-

-

-

-

-

-

-

7.1 

6.5 

10.2 

8.2 

5.6 

どちらでも

ない

-

-

-

-

-

-

-

27.4 

22.6 

26.5 

30.1 

26.8 

あまりそう

思わない

-

-

-

-

-

-

-

29.3 

35.5 

28.6 

23.3 

31.8 

全くそう

思わない

-

-

-

-

-

-

-

34.8 

35.5 

30.6 

37.7 

34.8 

無回答

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

(WEB)Q7(2) あなたは、今後機会があれば栗山町に住んでみたいと思いますか。 
(WEB)Q9(2)/(郵送）Q14 あなたは、今後機会があれば札幌市に住んでみたいと思いますか。 
(WEB)Q14(2) あなたは、今後機会があれば東川町に住んでみたいと思いますか。 

【栗山町】 【札幌市】 【東川町】 

※札幌居住者の札幌に関する質問は「住み続けたいか」を聴取。 
  東川町は札幌居住者にのみ聴取。 

※表内網掛け：各地域の全体のスコアに対して■:10％以上/■:5％以上/■:5％以下/■:10％以下 

聴取なし 聴取なし 



13 栗山町居住意向理由 【札幌市居住者】 

 居住意向のある人では、「子育て」と「自然の豊かさ」に魅力を感じている。また、穏やかで静かに暮らせそうというイメージもみられる。 

 一方、栗山町への居住意向がない人では、札幌での便利な生活に満足しているなどで、今の生活と比べて田舎なイメージや交通が不便
というようなイメージが理由となっている。 

(郵送)Q5前の質問の、『現在住んでいるまち（市区町村）』に今後も住み続けたいかという質問で、そのようにお答えになったのは、どのような理由からですか。 

居住意向あり 居住意向なし、どちらでもない 

子育てが充実してる 
• 子育てしやすそうな制度が充実している。環境ものびのびと成長できそうだと感じた。お

祭りやイベントも多そうで、地域の方との繋がりもしっかりしていそう。 

• 子育てに関する支援・待遇がとても厚い。いまは札幌に住んでいるが、札幌よりもはるか
に子育てに力を入れている印象がある。 

• 子育て世代には福祉が充実していてありがたいし、自然がいっぱいでのびのび子育てが
できそう。札幌からの距離も適度に近い。 ただ、札幌ほど公共交通機関が充実しておら
ず、車の運転が必須となるのが辛い。 

住みやすそう、静かに過ごせそう 

• 都会暮らしに疲れていて、田舎暮らしにも憧れはありましたが、今回たまたま栗山町を少
し知ることができ、住んでみたいなと言う気持ちが生まれました。町のみたさんで、協力し
あうようなところが魅力的です。 

• 環境が良さそうで、子育てがしやすそう。 

• 穏やかに生活できそう 

自然が豊か 

• 自然が多く、子育てや高齢者支援に力を入れていて住みやすそうだから。 

• 自然を感じながら暮らすことができ、また移住促進政策が活発になされているので、済む
メリットも大きそうだから。 

• 自然豊かなので、子供達を伸び伸びと育てられそう。 子育て世帯にも優しいから。 

札幌が好きだから、便利なので 

• 今住んでいるところより不便な面が多いので。 旦那さんの職場から離れてしまうのが一
番の理由。 

• 札幌に住んでいて、生活するには住みやすいし買い物も便利。 栗山は自然は豊かだが、
買い物がお店が限られていて大変そう。 

• 札幌に住んでいる今、都心から離れたいとは思わない。田舎へ行きたいと思わない。 

• 都会じゃないから欲しいものがすぐ揃わなそう。 友人がいない。 

• 都会の方が住み慣れているから 何かと不便だと思う 

田舎、仕事がなさそう 

• 田舎ですし仕事が無さそう。 移住する程魅力はない。 

• 田舎のイメージが強い。車がないと、移動が大変そう。 

• 田舎のイメージが強く、生活をしていく上で不便に感じる事が多そう。高校生まで医療費
が無料だったり子育て支援に力を入れていて魅力的だと思いますがその他の買い物等
の面で不便だと思います。 

 

交通の便が悪そう 

• 交通が不便だから。街中から離れすぎているから。 

• 交通の便が悪いから。 スーパーなど遠いから。 

• 交通の便がよくない。 車を持っていないので、外出することが大変そう。 



14 各エリア別 今後移住意向 

栗山町居住者の方が札幌市居住者よりも移住意向者が高く、特に女性。 

 栗山町居住者の移住意向は36％。男性より女性、30代より20代の移住意向が高くなっている。 
 札幌市居住者の移住以降は22％と栗山町より低く、現状に満足している様子が伺える。 

【基数:対象者全体】 （％）

N

そう思う（計）

373 35.9%

男性２０代 53 26.4%

男性３０代 105 24.8%

男性４０代  *1 100.0%

女性２０代 77 49.4%

女性３０代 130 40.0%

女性４０代  *2 100.0%

800 21.5%

男性２０代 46 17.4%

男性３０代 125 27.2%

女性２０代 241 21.2%

女性３０代 388 20.4%

栗山町居住者
(郵送）全体

栗
山
町
 

性
年
代
別

札幌市居住者
（ＷＥＢ）全体

札
幌
市
 

性
年
代
別

非常に

そう思う

13.7 

13.2 

11.4 

-

18.2 

13.8 

-

5.4 

4.3 

6.4 

5.4 

5.2 

やや

そう思う

22.3 

13.2 

13.3 

100.0 

31.2 

26.2 

100.0 

16.1 

13.0 

20.8 

15.8 

15.2 

どちらでも

ない

24.4 

30.2 

20.0 

-

26.0 

26.2 

-

24.9 

32.6 

28.0 

19.9 

26.0 

あまりそう

思わない

13.7 

11.3 

17.1 

-

13.0 

12.3 

-

32.3 

30.4 

28.0 

36.9 

30.9 

全くそう

思わない

16.9 

24.5 

21.0 

-

11.7 

13.8 

-

21.4 

19.6 

16.8 

22.0 

22.7 

無回答

9.1 

7.5 

17.1 

-

-

7.7 

-

-

-

-

-

-

(WEB)Q19/(郵送）Q9 あなたは今後、他の市町村に移り住みたいと思っていますか。あなたのお気持ちに最も近いものをおひとつお知らせください。 

※表内網掛け：各地域の全体のスコアに対して■:10％以上/■:5％以上/■:5％以下/■:10％以下 



15 各エリア別 住んでいる地域への継続居住意向 

札幌市の方が、継続居住意向が高く、まちへの愛着が低い層でも継続居住意向は高い。 

 栗山町居住者の継続居住意向は50.7％。男性の方が高い。 
 札幌市居住者の継続居住意向は82.4％。男女ともに栗山町居住者よりも高い。愛着がなくても継続居住意向は高め。 

(WEB)Q4 あなたは、『栗山町』に、住み続けたいと思いますか。 

(郵送）Q9 あなたは、今後機会があれば札幌市に住んでみたいと思いますか。または住み続けたいと思いますか。 

※表内網掛け：各地域の全体のスコアに対して■:10％以上/■:5％以上/■:5％以下/■:10％以下 

【基数:対象者全体】 （％）

N

そう思う（計）

373 50.7%

男性２０代 53 56.6%

男性３０代 105 58.1%

男性４０代  *1 100.0%

女性２０代 77 45.5%

女性３０代 130 46.2%

女性４０代  *2 0.0%

800 82.4%

男性２０代 46 76.1%

男性３０代 125 77.6%

女性２０代 241 85.5%

女性３０代 388 82.7%

栗山町居住者
(郵送）全体

栗
山
町
 

性
年
代
別

札幌市居住者
（ＷＥＢ）全体

札
幌
市
 

性
年
代
別

非常に

そう思う

19.8 

30.2 

27.6 

-

13.0 

13.1 

-

57.5 

54.3 

48.8 

60.2 

59.0 

やや

そう思う

30.8 

26.4 

30.5 

100.0 

32.5 

33.1 

-

24.9 

21.7 

28.8 

25.3 

23.7 

どちらでも

ない

23.6 

18.9 

25.7 

-

20.8 

26.9 

-

8.9 

13.0 

12.0 

6.6 

8.8 

あまりそう

思わない

19.3 

18.9 

12.4 

-

23.4 

20.0 

100.0 

5.3 

6.5 

7.2 

3.7 

5.4 

全くそう

思わない

5.9 

5.7 

2.9 

-

9.1 

6.9 

-

3.5 

4.3 

3.2 

4.1 

3.1 

無回答

0.5 

-

1.0 

-

1.3 

-

-

-

-

-

-

-

●エリア×性年代 ●エリア×まちへの愛着別 
【基数:対象者全体】 （％）

N

そう思う（計）

373 50.7%

愛着あり・計 248 66.9%

どちらでもない 72 23.6%

愛着がない・計 52 11.5%

800 82.4%

愛着あり・計 631 89.2%

どちらでもない 113 61.9%

愛着がない・計 56 46.4%

栗山町居住者
(郵送）全体

栗
山
町
 

愛
着
別

札幌市居住者
（ＷＥＢ）全体

札
幌
市
 

愛
着
別

非常に

そう思う

19.8 

28.6 

2.8 

1.9 

57.5 

66.4 

23.0 

26.8 

やや

そう思う

30.8 

38.3 

20.8 

9.6 

24.9 

22.8 

38.9 

19.6 

どちらでも

ない

23.6 

20.2 

36.1 

23.1 

8.9 

4.9 

23.0 

25.0 

あまりそう

思わない

19.3 

11.7 

36.1 

32.7 

5.3 

3.0 

11.5 

17.9 

全くそう

思わない

5.9 

1.2 

4.2 

30.8 

3.5 

2.9 

3.5 

10.7 

無回答

0.5 

-

-

1.9 

-

-

-

-



16 栗山町継続居住意向理由 

 都会と比べると充実していないものの、生活するにあたって不便を感じない程度の環境に満足している点や、 

札幌へのアクセスの良さ、子育てのしやすさが継続居住意向の理由に挙がる。また、人柄についてもポジティブな意見が見られた。 

 一方、居住意向がない層では、「交通の便の悪さ」や「病院をはじめとする公共機関の少なさ」に不満が見られ、そこから自分の老後を考
えると住み続けたくないという意見につながってしまっている。 

(郵送)Q5前の質問の、『現在住んでいるまち（市区町村）』に今後も住み続けたいかという質問で、そのようにお答えになったのは、どのような理由からですか。 

継続居住意向あり 継続居住意向なし、どちらでもない 

（その他、「家がある」「地元だから」など・・） 

生活に不自由がない 

• 栗山町は都会に比べ、交通手段（電車、バス）が少なく、大型スーパーチェーン店（マッ
ク、あるいは衣類系のお店）がほとんどありませんが、自動車さえあれば、それらの問題は
少なからず解決すると思う。 

• 生活インフラ（買物・病院・教育）が少ないなりに整っている。また、人口規模が大きすぎ
ないため、住民同志の安心感がある 

交通の便、札幌へのアクセスが良い 

• ・車を使用しなければいけないが、交通の便（道路）が悪い方ではないと思う。→札幌や
千歳空港に出るのは便利。 

• 札幌からも近く、自然も身近に有り、公共機関も大きくはないけど十分だと思います。 

自然が豊か、住みやすい気候、災害が少ない 

• 夏暑すぎず、冬、雪多くもなく、雨も、風も、地震も激しくないし。人も多くも少なくもないし、
ほどほど丁度よい。でも、若者にとっては遊ぶとこもないのでかわいそう。デートどこでする
のだろう…（笑） 

• 住みやすいから。自然がいっぱいで、空気がキレイ。 

子育てしやすい 

• 結婚をして、１度は栗山から出たのですが、娘が出来て、子育てをする事になり、栗山に
また戻ってきました。自分が生まれ育った自然いっぱいの栗山で娘も元気いっぱい育っ
てほしくて！ 

• 子育てをするには、とても良い町だと思います。各施設や駅・お店などだいたい近場でま
とまっており、多くを望まなければ快適に過ごせます。 

コミュニケーション、対人関係 

• 住んで三年ほどですが、農家の先輩や尊敬する方々との交流する事が有り、大切な人
がいるからです。 

• 人との繋がりが都市部と違って残っていて、温かい町であること。 

交通の便が悪い 
• 夫の地元で、何年か住んでいるので第二のふるさとですが、「住みやすいか」と問われる

と、交通の利便性も決して良くないので、車を持っていない側からすると、特に家に閉じこ
もりがちになり、子どもと孤立状態でいるのでとてもストレスを感じる環境です。コミュニティ
バスももっとコンスタントに路線に含め、増やして欲しいです。 

• 子育て中は、コンパクトシティで、子どもと色々な所へ歩いて行けたり、町内が、とても身
近に感じて、良いと思うが、子どもが育つにつれて、学校が充実してなかったり、通院が、
遠くになったりと、車なしでは、暮らせない地域なので、老いた時に住み続けるかは疑問。
また、職場が少ない。介ゴもあるが給与が低いので…。 

• 将来の交通の便利など考えると不安。若い世代が町営住宅に住み、高齢者や独居の人
は支払いが不安なのか古い住宅（町営に住んでる）自分もそうなっていくと思うと不安で
す 

公共機関が不足している 

• 公共機関の不便さ。子供が大きくなり学業の事を考えると住み続けられない。選択肢が
限られてくる。 

• 病院が充実していない 日赤に対して良いことを聞かない 老後病院に通うことを考える
と札幌への移住がよいかと… 

• 子育て世帯にとっては幼稚園や病院の数が少ないなど不便な点が多い。仕事をしたくて
も病児保育等がないので難しい。 

遊ぶ場や買い物できるところが少ない 

• あそぶ場所が少ない。買物する所が少ない。交通の便が悪い。老後は住みたくない。 

• 服を買えるおしゃれなお店がなく、カラオケなどの遊べる場所もないから。ただ、地元とし
て愛着はあるので、札幌などのベッドタウンとしての繁栄や栗拾いツアーなどの観光地、
食の街としての活性化を望んでいます。 



17 愛着、訪問・居住意向 ：結果まとめ 

愛着 愛着あり・計 66.7% 

継続 
居住意向 

継続居住意向あり・計 50.7% 

愛着あり・計 78.9% 

継続居住意向あり・計 82.4% 
愛着がない人でも意向は高い 

栗山町 
今後 

居住意向 

居住意向あり・計 17.0％ 

栗山町居住者 札幌市居住者 

移住意向 移住意向あり・計 35.9% （特に女性） 移住意向あり・計 21.5% 

【継続居住意向理由】 

生活する上では不便を感じない程度の環境に満足。 

札幌へのアクセスの良さと子育てのしやすさ 

 

【継続居住意向がない理由】 

交通の便の悪さや、医療機関など公共機関の少なさ 

 →自分の老後を考えると不安 

【居住意向理由】 

「子育て」と「自然の豊かさ」に魅力 

 →穏やかで静かに暮らせそうというイメージ 

【継続居住意向がない理由】 

札幌での便利な生活に満足しており、 

今の生活と比べて田舎で交通が不便というイメージ。 

栗山町居住者は、生活に不便は感じていないものの、車が必要であたり医療機関が近くにないこと 
から老後の生活への不安につながっているため、転住のフックとなってしまう可能性もあり。 

札幌市居住者にとっては、子育てや自然の多い環境に魅力を感じている人にとっては住んでみたいと 
思われるものの、現状の便利な生活に満足している人も多い。 



地域イメージ自由連想 



19 栗山町自由連想 【栗山町居住者】 

「小林酒造」「栗山監督」を中心に、お祭りや自然など地域資産の連想が広がる。 
まちに対しては、のどかな場所で札幌へのアクセスがよい認識が持たれているものの、若者の少なさや地味な場所という
やや後ろ向きな印象も見られる。 

栗山監督 小林酒造 秋祭り 

きび団子 

オオムラサキ 

栗まんじゅう 

栗山公園 お祭り 

老舗祭り 

天満宮祭 

町 

田舎 

福祉 

自然 

栗 

サラサラレッド 

日ハム 

北の錦 

栗山 

バービー 

介護 

ラーメン 

谷田製菓 

人 

泣く木 

お酒 

栗の木 

住む 

夏祭り 

コロッケ 

盛 

学校 

良い 

ない 

多い 

来る 

おいしい 

有名 

少ない 

所 

イメージが強い 

はらへー太 

農業 

商店街 

場所 

昔 

玉ねぎ 

豊か 

夕張 泉麟太郎 

町外 

店 

日本酒 
子育て 

札幌 
大きい 

栗の樹ファーム 

メロン 

知る 

力 

歴史 

御大師山 

大鵬 

酒蔵 

最近 

生える 

子供 

スポーツ 

のどか 

野菜 

もっと 

ハムバーガー 
近い 

りんごの木 

地味 

1時間 

出る 

山 

使う 

無料 

すごい 

角田獅子舞 

たくさん 

最後 

少し 

栗山駅 
以前 

コカコーラ 

国蝶 

若者 食 

なかよし動物園 

家 

他 

若い 

米 

資産の広がり 

自然 

まち・暮らしやすさ 



20 栗山町自由連想 【札幌市居住者】 

栗山監督 

日ハム 

田舎 

自然 

お祭り 

住む 

監督 

小林酒造 

きび団子 
コロッケ 

名前 

豊か 

おいしい 

同じ 

町 

バービー 

酒蔵 

栗の樹ファーム 

出身地 野球場 

訪れる 

夕張 

有名 

多い 

野球 
近い 

大きい 

お酒 

観光大使 

ラーメン 

交流 

野菜 

日本酒 

何もない 

家 

かぼちゃ 

岩見沢 

坂本九記念館 

故郷 

栗 

縁 

場所 

行なう 

栗山町 

空知 

農業 

のんびり 

応援 

栗山公園 

大鵬 

玉ねぎ 

温泉 

パレード 

農家 

メロン 

栗まんじゅう 

畑 

ニュース 

たまに 

札幌 芸人 

友達 

北海道 

イベント 

のどか 

たくさん 
すごい 

食べ物 

行く 

第二 

関わる 

所 

関係 

毎年 

特産 

フォーリンラブ 

蝶 
ジャガイモ 

ゴルフ場 

特徴がない 

いっぱい 

見る 

サンク栗山FC 

泣く木 

農産物 

地域 

ふるさと納税 

関連 

鳩山由紀夫 

動物 

就任 

優しい 

出店 

秋祭り 

公園 

つながる 

盛 

シャトレーゼ 

コンサドーレ 

取り上げる 

札幌市民にとっては、「栗山監督」の連想が特に強く、「栗山監督」から様々な資産の連想が広がる。 
また、まちに対しては「田舎」という認識は持ちつつも、「のどか」や「優しい」などのイメージも持たれている。 

まち・暮らしやすさ 
自然 



21 札幌市自由連想 【栗山町居住者】 

栗山町居住者にとって、札幌市は買い物や飲食店、公共施設などが充実したまちという認識が非常に大きいものの、 
「暮らす」という点では、「騒がしい」「人が多い」などネガティブな印象を持っている。 

多い 

人 

雪まつり 

都会 

たくさん 

充実 

買い物 

便利 交通 

所 

店 

良い 

便 揃う 

ラーメン 

時計台 

交通機関 

何でも 

車 

札幌ドーム 

都市 

北海道 

場所 

地下鉄 

中心 

病院 

行く イベント 

医療 

文化 

スープカレー 

施設 

テレビ塔 

遊ぶ 

クラーク博士 

北大 

ない 

仕事 

魅力 

うるさい 

機関 

町 
大通公園 

利便性 

高い 

楽しめる 

食 

大都市 

人口 

生活 

ショッピング 選ぶ 
自然 

渋滞 

栗山 
おしゃれ 

札幌駅 

若い 

JRタワー 

子供 

飲食店 

札幌 

選択肢 

ビア 

ガーデン 

汚い 

バス 

発達 

住みやすい 

治安 

歴史 

住む 

大きい 

ない物 

ススキノ 

場 

疲れる 

住宅 

刺激 

有名 

オータム 

フェスト 

よさこい祭り 

コンサート 

娯楽 

学校 

観光地 

ではない 

騒がしい 

欲しい物 

ゴチャゴチャ ジンギスカン 豊富 

食べる 

楽しい 

ライブ 

買い物しやすい 

自分 

環境 

集中 

食べ物 

ファッション 

まちの雰囲気 
（ネガ） 

充実したまち 

利便性 



22 札幌市自由連想 【札幌市居住者】 

札幌市居住者は、栗山町居住者と同様に札幌市に対して「利便性の高いまち」という認識をもちつつ、その利便性から
「住みやすさ」にも連想が広がっている。また、北海道の中心であるという自覚も持つ。 

都会 北海道 便利 

雪まつり 

住みやすい 

時計台 

多い 

中心 
何でも 

おいしい 

ラーメン 

食べ物 

交通 
スープカレー 

都市 

良い 

人 

テレビ塔 

便 

揃う 

程良い 

大通公園 

自然 

たくさん 

雪 

一番 

場所 

店 

町 

充実 

札幌ドーム 

買い物 

よさこい祭り 

生活 

ジンギスカン 

食 適度 大都市 

有名 

イベント 

交通機関 

住み慣れる 

観光地 

栄える 

人口 

政令都市 

観光客 

地下鉄 

困らない 

暮らしやすい 

大泉洋 

味噌ラーメン 

丁度いい 

すぎない 

観光 コンサドーレ 

住む 

札幌駅 

施設 

不自由ない クラーク博士 
仕事 

田舎 

札幌 
四季 

発達 
海鮮 

寒い 

利便性 

地元 

大きい 

生活しやすい 

経済 

ナックス 

高い 

そこそこ 

最大 

冬 

初音ミク 

近い 賑やかな 

環境 

緑 

観光名所 

日ハム 

楽しい 遊ぶ 

東京 

バランス 

多すぎる 

豊富 

空気 

道内 

文化 

集まる 

大倉山 

優しい 

最高 

市電 

医療 

まち・暮らしやすさ 

利便性 



23 東川町自由連想 【札幌市居住者】 

札幌市居住者の東川町のイメージは、栗山町と同様に「自然」「田舎」という印象を持ちつつ、それに加えて「写真のまち」
「おしゃれなカフェやレストラン」など情緒的なイメージも広がりが見られる。（そのほか子育て支援も） 

米 

田舎 

旭川 

森崎博之 

自然 

近い 

水 おいしい 

旭岳 

写真甲子園 

町 大雪山 

写真 

寒い ナックス 

豊か 

カフェ 

ジャンプ 

名前 

知る 

きれい 

スキー 

多い 

温泉 

何もない 子育て 

出身地 

雪 

天人峡 

リーダー 

移住 

隣 

増える 

おしゃれ 

農業 

人口 

盛 

不便 

ベットタウン 
のどか 山 

蕎麦 

増加 

田んぼ 

産地 

景色 

ない 

農産物 

家具 

無料 

冬 道草館 

支援 
水道水 

有名 

見る 

訪れる 

たくさん 

良い 

選手 

木 

作る 

情緒 

農家 

豪雪地帯 

力 

水道代 

聞く 

テレビ 

親戚 

心 

麓 

住む 

上川 

町並み 

すごい 

道の駅 

レストラン 

椅子 

店 

低い 

魅力 

パン屋 

キャンプ 

世代 

雑貨屋 

湧き水 

ワイン 

水道 

クラフト 

外国人 

写真のまち・おしゃれなまち 

自然 



24 自由連想 ：結果まとめ 

栗山町 

栗山町、札幌市どちらの居住者にとっても、「栗山監督」の連想は大きい。 
（栗山町居住者は「小林酒造」のイメージも） 

また、どちらも「のどかなまち」のイメージを持っているものの、栗山町居住者は「地味」「若者の
少なさ」、札幌市居住者では「田舎」と、ややネガティブな連想も見られる。 

そのほか、栗山町居住者は、札幌市へのアクセスの良さを感じており、お祭りも連想される。 

栗山町は札幌市居住者にとっては、「栗山監督のまち」「田舎」という印象。 
一方、東川町は札幌市居住者にとって、「自然」「田舎」だけでなく 
「写真」「おしゃれなカフェやレストラン」などのイメージまで広がる。 

札幌市 

札幌市居住者は、便利でちょうど良い都会規模を感じており、それが住みやすさにつながって
いる。 

栗山町居住者にとっても、便利で充実しているまちの認識は持っているものの、「騒がしい」
「人が多い」など住みやすい環境でないと感じているような認識も広がる。 

東川町 
札幌市居住者にとって、栗山町と同様に「田舎」「自然」という連想が見られる。 

これらに加えて、「写真のまち」「おしゃれなカフェやレストラン」など情緒的なイメージも広がり
が見られる。 

札幌市居住者が自然豊か、のどかな暮らしを求めた際、栗山町と東川町はどちらも候補に入ることが 
想定されるが、その際に東川町がもつ「写真」などの生活以外の体験価値を連想させるようなイメージは、 

選択要素のひとつとなってしまう可能性がある。 



ブランド資産、価値 



ブランド資産 



27 各エリアブランド資産（得点）：居住地別比較 

(点)

　

(N)

地域ブランド資産
平均点

①歴史文化資産
平均点

②生活資産
平均点

③経済インフラ資産
平均点

④食文化資産
平均点

⑤コミュニティ資産
平均点

⑥自然資産
平均点

Ｑ２，３　栗山町ブランド資産 696 3.0 2.8 3.2 2.2 3.2 3.1 3.5

Ｑ１１，１２　札幌市ブランド資産 800 3.4 3.1 3.0 3.8 4.0 3.0 3.7

Ｑ１６、１７　東川町ブランド資産 577 3.0 2.8 3.2 2.3 3.1 3.1 3.4

【基数:札幌市居住者：各認知者ベース】

0

1

2

3

4

5

Ｑ２，３ 栗山町ブランド資産

Ｑ１１，１２ 札幌市ブランド資産

Ｑ１６、１７ 東川町ブランド資産

●「非常にそう思う」5点/「ややそう思う」4点/「どちらでもない」3点/「あまりそう思わない」2点/「全くそう思わない」1点とした場合の平均値 ブランド資産 

(WEB)Q2,Q3 『栗山町』は、どのようなところだと思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 
(WEB)Q11,Q12 『札幌市』は、どのようなところだと思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 
(WEB)Q16,Q17 『東川町』は、どのようなところだと思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 

栗山町居住者、札幌市居住者どちらも、「経済インフラ資産」と「食文化資産」は札幌市が他の2市町を大きく上回る。 
栗山町居住者にとって、札幌市に上回っていると認識しているのは、「生活資産」。 

(点)

　

(N)

地域ブランド資産
平均点

①歴史文化資産
平均点

②生活資産
平均点

③経済インフラ資産
平均点

④食文化資産
平均点

⑤コミュニティ資産
平均点

⑥自然資産
平均点

Ｑ２，３　栗山町ブランド資産 324 3.0 2.6 3.4 2.4 3.4 2.7 3.5

Ｑ１１，１２　札幌市ブランド資産 333 3.5 3.3 2.8 4.2 3.8 3.1 3.5

【基数:栗山町居住者：各認知者ベース】

0

1

2

3

4

5

Ｑ２，３ 栗山町ブランド資産

Ｑ１１，１２ 札幌市ブランド資産

栗山町居住者 

札幌市居住者 



28 栗山町のブランド資産（TOP2） ：居住地別比較 【栗山町居住者⇔札幌市居住者】 

栗山町は「生活資産」と「食文化資産」「自然資産」の認識が高く、札幌市居住者からもその認識は持たれている。 
一方、「経済インフラ資産」は栗山町居住者以外にはあまり認識されていない様子。コミュニティ資産は札幌市居住者からの認識の方が高い。 
 札幌市民は「家(一戸建て）を取得しやすい環境で」「居住費や家賃が高く」ないと思っているが、栗山町居住者はその逆の認識。 
 「コミュニティ資産」は、栗山町居住者よりも札幌市居住者に認識されている事柄が多い。 

ブランド資産 
●TOP2：「非常にそう思う」+「ややそう思う」のスコア 

(%)

　

(N)

古

（
い
に
し
え

）
や
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
場
所
が
あ
る
と
思
う

歴
史
的
な
街
並
み
が
残

っ
て
い
る
と
思
う

歴
史
上
有
名
な
人
物
を
輩
出
し
て
い
る
と
思
う

歴
史
上
有
名
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
と
思
う

伝
統
文
化
の
保
存
に
積
極
的
で
あ
る
と
思
う

地
域
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
生
活
文
化
が
あ
る
と
思
う

芸
術
や
伝
統
芸
能
な
ど
の
文
化
に
対
す
る
住
民
の
興
味
が
高
い
と
思
う

芸
術
家
や
文
化
人
に
好
ま
れ
る
場
所
が
あ
る
と
思
う

芸
術

、
伝
統
芸
能
な
ど
の
文
化
的
な
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
と
思
う

芸
術
や
伝
統
芸
能
な
ど
の
文
化
を
身
近
に
体
験
で
き
る
場
が
あ
る
と
思
う

地
域
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
独
自
の
芸
術

、
伝
統
芸
能
が
あ
る
と
思
う

良
質
の
温
泉
が
あ
る
と
思
う

子
育
て
し
や
す
い
環
境
で
あ
る
と
思
う

交
通
渋
滞
が
少
な
い
と
思
う

居
住
費
や
家
賃
が
高
い
と
思
う

物
価
が
高
く
な
く

、
生
活
費
の
負
担
が
少
な
い
と
思
う

家

（
一
戸
建
て

）
を
取
得
し
や
す
い
環
境
で
あ
る
と
思
う

働
く
場
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う

地
域
内
で
の
交
通
機
関
が
発
達
し
て
い
て

、
移
動
に
便
利
だ
と
思
う

医
療
・
福
祉
機
関
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う

研
究
所
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う

教
育
機
関

（
幼
稚
園

、
小
中
学
校

、
高
等
学
校

、
専
門
学
校
等

）
が
充
実
し
て
い
る
と

思
う

経
済
・
商
業
の
中
心
と
な
る
産
業
が
あ
り

、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
と
思
う

そ
の
地
域
を
代
表
す
る
食
べ
物
が
あ
る
と
思
う

食
べ
物
が
お
い
し
い
と
思
う

お
い
し
い
料
理
屋
が
あ
る
と
思
う

伝
統
的
な
郷
土
料
理
が
あ
る
と
思
う

地
域
固
有
の
特
産
品

（
農
産
物

、
海
産
物

、
畜
産
物

、
酒
な
ど

）
が
あ
る
と
思
う

住
民
同
士
が
交
流
で
き
る
場
が
あ
る
と
思
う

人
と
人
と
の
交
流
が
活
発
な
地
域
で
あ
る
と
思
う

住
民
と
訪
問
者
が
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
雰
囲
気
が
あ
る
と
思
う

世
代
を
超
え
た
交
流
が
あ
る
と
思
う

多
様
な
価
値
観
や
趣
味
を
持

っ
た
人
た
ち
の
交
流
の
場
が
あ
る
と
思
う

美
し
い
公
園
や
自
然
施
設
が
あ
る
と
思
う

美
し
い
街
並
み
が
あ
る
と
思
う

身
近
に
公
園
や
緑
が
あ
る
と
思
う

買
い
物
な
ど
日
常
生
活
が
便
利
で
あ
る
と
思
う

居
住
環
境
が
静
か
で
あ
る
と
思
う

治
安
が
良
い
と
思
う

自
然
災
害
が
少
な
い
と
思
う

栗山町居住者(郵送）全体 373 42.9 19.6 8.3 9.7 22.8 16.9 11.8 15.0 14.5 12.9 14.5 23.1 42.9 90.6 70.5 22.0 41.0 6.4 14.7 23.9 1.9 22.8 17.2 51.5 66.8 61.1 9.4 71.0 25.5 22.0 14.2 15.8 13.1 62.2 31.9 74.3 49.1 77.2 69.7 77.5

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体 696 33.8 22.6 7.0 6.8 14.8 30.9 16.4 20.3 14.9 18.0 18.8 32.5 27.3 78.9 5.9 37.6 68.1 2.2 2.2 4.6 2.9 5.9 9.8 41.2 47.8 34.6 23.9 39.9 44.5 36.1 31.0 33.0 19.3 64.9 30.7 74.6 7.0 72.6 59.2 28.4

【基数:栗山町=対象者全体/札幌市=栗山町認知者】

歴史的文化遺産 生活資産 経済インフラ資産 食文化資産 コミュニティ資産 自然資産

0

20

40

60

80

100

栗山町居住者(郵送）全体

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体

(WEB)Q2,Q3/(郵送）Q7 『栗山町』は、どのようなところだと思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 
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●TOP2：「非常にそう思う」+「ややそう思う」のスコア 

(%)

　

(N)

古

（
い
に
し
え

）
や
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
場
所
が
あ
る
と
思
う

歴
史
的
な
街
並
み
が
残

っ
て
い
る
と
思
う

歴
史
上
有
名
な
人
物
を
輩
出
し
て
い
る
と
思
う

歴
史
上
有
名
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
と
思
う

伝
統
文
化
の
保
存
に
積
極
的
で
あ
る
と
思
う

地
域
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
生
活
文
化
が
あ
る
と
思
う

芸
術
や
伝
統
芸
能
な
ど
の
文
化
に
対
す
る
住
民
の
興
味
が
高
い
と
思
う

芸
術
家
や
文
化
人
に
好
ま
れ
る
場
所
が
あ
る
と
思
う

芸
術

、
伝
統
芸
能
な
ど
の
文
化
的
な
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
と
思
う

芸
術
や
伝
統
芸
能
な
ど
の
文
化
を
身
近
に
体
験
で
き
る
場
が
あ
る
と
思
う

地
域
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
独
自
の
芸
術

、
伝
統
芸
能
が
あ
る
と
思
う

良
質
の
温
泉
が
あ
る
と
思
う

子
育
て
し
や
す
い
環
境
で
あ
る
と
思
う

交
通
渋
滞
が
少
な
い
と
思
う

居
住
費
や
家
賃
が
高
い
と
思
う

物
価
が
高
く
な
く

、
生
活
費
の
負
担
が
少
な
い
と
思
う

家

（
一
戸
建
て

）
を
取
得
し
や
す
い
環
境
で
あ
る
と
思
う

働
く
場
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う

地
域
内
で
の
交
通
機
関
が
発
達
し
て
い
て

、
移
動
に
便
利
だ
と
思
う

医
療
・
福
祉
機
関
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う

研
究
所
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う

教
育
機
関

（
幼
稚
園

、
小
中
学
校

、
高
等
学
校

、
専
門
学
校
等

）
が
充
実
し

て
い
る
と
思
う

経
済
・
商
業
の
中
心
と
な
る
産
業
が
あ
り

、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い

る
と
思
う

そ
の
地
域
を
代
表
す
る
食
べ
物
が
あ
る
と
思
う

食
べ
物
が
お
い
し
い
と
思
う

お
い
し
い
料
理
屋
が
あ
る
と
思
う

伝
統
的
な
郷
土
料
理
が
あ
る
と
思
う

地
域
固
有
の
特
産
品

（
農
産
物

、
海
産
物

、
畜
産
物

、
酒
な
ど

）
が
あ
る
と

思
う

住
民
同
士
が
交
流
で
き
る
場
が
あ
る
と
思
う

人
と
人
と
の
交
流
が
活
発
な
地
域
で
あ
る
と
思
う

住
民
と
訪
問
者
が
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
雰
囲
気
が
あ
る
と
思
う

世
代
を
超
え
た
交
流
が
あ
る
と
思
う

多
様
な
価
値
観
や
趣
味
を
持

っ
た
人
た
ち
の
交
流
の
場
が
あ
る
と
思
う

美
し
い
公
園
や
自
然
施
設
が
あ
る
と
思
う

美
し
い
街
並
み
が
あ
る
と
思
う

身
近
に
公
園
や
緑
が
あ
る
と
思
う

買
い
物
な
ど
日
常
生
活
が
便
利
で
あ
る
と
思
う

居
住
環
境
が
静
か
で
あ
る
と
思
う

治
安
が
良
い
と
思
う

自
然
災
害
が
少
な
い
と
思
う

373 42.9 19.6 8.3 9.7 22.8 16.9 11.8 15.0 14.5 12.9 14.5 23.1 42.9 90.6 70.5 22.0 41.0 6.4 14.7 23.9 1.9 22.8 17.2 51.5 66.8 61.1 9.4 71.0 25.5 22.0 14.2 15.8 13.1 62.2 31.9 74.3 49.1 77.2 69.7 77.5

男性２０代 53 47.2 22.6 18.9 18.9 30.2 24.5 17.0 20.8 15.1 18.9 18.9 20.8 37.7 84.9 67.9 28.3 41.5 7.5 28.3 34.0 7.5 34.0 28.3 56.6 77.4 69.8 15.1 66.0 28.3 30.2 22.6 20.8 18.9 64.2 37.7 79.2 45.3 73.6 73.6 83.0

男性３０代 105 37.1 20.0 5.7 5.7 20.0 19.0 13.3 14.3 15.2 8.6 11.4 21.9 37.1 90.5 71.4 21.9 43.8 8.6 13.3 25.7 0.0 19.0 21.0 42.9 60.0 58.1 9.5 66.7 21.9 18.1 11.4 14.3 8.6 61.9 32.4 76.2 48.6 77.1 70.5 72.4

男性４０代  *1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0

女性２０代 77 36.4 14.3 5.2 6.5 18.2 14.3 7.8 11.7 13.0 10.4 15.6 26.0 40.3 88.3 67.5 20.8 45.5 2.6 15.6 28.6 1.3 26.0 11.7 61.0 68.8 70.1 6.5 79.2 22.1 20.8 9.1 18.2 7.8 58.4 36.4 72.7 49.4 76.6 71.4 77.9

女性３０代 130 50.8 22.3 8.5 10.8 24.6 14.6 10.8 16.2 14.6 16.2 15.4 24.6 51.5 94.6 72.3 20.0 36.9 6.9 10.0 16.2 1.5 19.2 12.3 51.5 66.9 56.9 9.2 72.3 30.0 23.1 16.2 14.6 18.5 65.4 28.5 73.1 52.3 80.8 67.7 80.0

女性４０代  *2 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 100.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 50.0 100.0 100.0

【基数:対象者全体】

栗山町居住者(郵送）全体

栗山町
性年代

別

歴史的文化遺産 生活資産 経済インフラ資産 食文化資産 コミュニティ資産 自然資産

0

20

40

60

80

100

栗山町居住者(郵送）全体

※表内網掛け：全体のスコアに対して■:10％以上/■:5％以上/■:5％以下/■:10％以下 

ブランド資産 

(郵送）Q7 『栗山町』は、どのようなところだと思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 

「食べものがおいしい」、「教育、医療・福祉機関の充実」については、男性20代で認識が高い。 
 栗山町居住者が栗山町に抱くイメージは、「交通渋滞」「自然災害が少なく」「居住環境が静か」がトップ３。 
 ついで「身近に公園や緑があり」「地域固有の特産品がある」が「居住費や家賃が高いと思う」。家賃の割高感がＴＯＰ６に入っており、近隣相場より高くなってい
ることが伺われる。 

栗山町のブランド資産（TOP2） ：栗山町居住者 性年代別 



30 栗山町のブランド資産（TOP2） ：札幌市居住者 性年代別 

●TOP2：「非常にそう思う」+「ややそう思う」のスコア 

(%)

　

(N)

古

（
い
に
し
え

）
や
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
場
所
が
あ
る
と
思
う

歴
史
的
な
街
並
み
が
残

っ
て
い
る
と
思
う

歴
史
上
有
名
な
人
物
を
輩
出
し
て
い
る
と
思
う

歴
史
上
有
名
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
と
思
う

伝
統
文
化
の
保
存
に
積
極
的
で
あ
る
と
思
う

地
域
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
生
活
文
化
が
あ
る
と
思
う

芸
術
や
伝
統
芸
能
な
ど
の
文
化
に
対
す
る
住
民
の
興
味
が
高
い
と
思
う

芸
術
家
や
文
化
人
に
好
ま
れ
る
場
所
が
あ
る
と
思
う

芸
術

、
伝
統
芸
能
な
ど
の
文
化
的
な
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
と
思
う

芸
術
や
伝
統
芸
能
な
ど
の
文
化
を
身
近
に
体
験
で
き
る
場
が
あ
る
と
思
う

地
域
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
独
自
の
芸
術

、
伝
統
芸
能
が
あ
る
と
思
う

良
質
の
温
泉
が
あ
る
と
思
う

子
育
て
し
や
す
い
環
境
で
あ
る
と
思
う

交
通
渋
滞
が
少
な
い
と
思
う

居
住
費
や
家
賃
が
高
い
と
思
う

物
価
が
高
く
な
く

、
生
活
費
の
負
担
が
少
な
い
と
思
う

家

（
一
戸
建
て

）
を
取
得
し
や
す
い
環
境
で
あ
る
と
思
う

働
く
場
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う

地
域
内
で
の
交
通
機
関
が
発
達
し
て
い
て

、
移
動
に
便
利
だ
と
思
う

医
療
・
福
祉
機
関
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う

研
究
所
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う

教
育
機
関

（
幼
稚
園

、
小
中
学
校

、
高
等
学
校

、
専
門
学
校
等

）
が
充
実
し

て
い
る
と
思
う

経
済
・
商
業
の
中
心
と
な
る
産
業
が
あ
り

、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い

る
と
思
う

そ
の
地
域
を
代
表
す
る
食
べ
物
が
あ
る
と
思
う

食
べ
物
が
お
い
し
い
と
思
う

お
い
し
い
料
理
屋
が
あ
る
と
思
う

伝
統
的
な
郷
土
料
理
が
あ
る
と
思
う

地
域
固
有
の
特
産
品

（
農
産
物

、
海
産
物

、
畜
産
物

、
酒
な
ど

）
が
あ
る
と

思
う

住
民
同
士
が
交
流
で
き
る
場
が
あ
る
と
思
う

人
と
人
と
の
交
流
が
活
発
な
地
域
で
あ
る
と
思
う

住
民
と
訪
問
者
が
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
雰
囲
気
が
あ
る
と
思
う

世
代
を
超
え
た
交
流
が
あ
る
と
思
う

多
様
な
価
値
観
や
趣
味
を
持

っ
た
人
た
ち
の
交
流
の
場
が
あ
る
と
思
う

美
し
い
公
園
や
自
然
施
設
が
あ
る
と
思
う

美
し
い
街
並
み
が
あ
る
と
思
う

身
近
に
公
園
や
緑
が
あ
る
と
思
う

買
い
物
な
ど
日
常
生
活
が
便
利
で
あ
る
と
思
う

居
住
環
境
が
静
か
で
あ
る
と
思
う

治
安
が
良
い
と
思
う

自
然
災
害
が
少
な
い
と
思
う

696 33.8 22.6 7.0 6.8 14.8 30.9 16.4 20.3 14.9 18.0 18.8 32.5 27.3 78.9 5.9 37.6 68.1 2.2 2.2 4.6 2.9 5.9 9.8 41.2 47.8 34.6 23.9 39.9 44.5 36.1 31.0 33.0 19.3 64.9 30.7 74.6 7.0 72.6 59.2 28.4

男性２０代 35 20.0 14.3 14.3 11.4 11.4 25.7 14.3 20.0 20.0 25.7 17.1 28.6 17.1 68.6 11.4 25.7 48.6 5.7 5.7 5.7 5.7 5.7 8.6 34.3 40.0 22.9 22.9 31.4 37.1 31.4 22.9 25.7 22.9 51.4 20.0 60.0 17.1 57.1 45.7 20.0

男性３０代 113 24.8 17.7 5.3 4.4 12.4 28.3 15.0 16.8 11.5 15.0 14.2 40.7 24.8 78.8 8.8 33.6 64.6 1.8 0.9 3.5 2.7 1.8 3.5 34.5 39.8 30.1 18.6 30.1 40.7 30.1 26.5 28.3 15.9 68.1 27.4 72.6 6.2 69.9 59.3 30.1

女性２０代 192 41.1 30.2 10.4 9.4 17.7 34.9 21.9 24.5 19.8 21.9 27.1 33.3 26.0 80.2 3.1 41.7 69.8 3.1 2.1 4.7 2.6 7.8 12.0 48.4 58.3 44.8 36.5 41.7 50.5 42.7 34.4 33.3 22.9 68.8 36.5 79.2 8.9 77.1 60.4 26.0

女性３０代 356 34.0 20.8 5.1 5.6 14.3 30.1 14.0 19.1 12.9 16.0 16.0 29.8 29.8 79.2 5.9 37.9 70.2 1.4 2.2 4.8 2.8 6.2 10.7 40.2 45.5 31.7 18.8 43.0 43.3 34.8 31.5 35.1 18.0 63.2 29.8 74.2 5.3 72.5 59.8 30.1

【基数:栗山町認知者】

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体

札幌市
性年代

別

歴史的文化遺産 生活資産 経済インフラ資産 食文化資産 コミュニティ資産 自然資産

0

20

40

60

80

100

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体

(WEB)Q2,Q3 『栗山町』は、どのようなところだと思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 

ブランド資産 

※表内網掛け：全体のスコアに対して■:10％以上/■:5％以上/■:5％以下/■:10％以下 

男性20代で全般的に認識が低く、「食文化資産」や「生活資産」だけでなく、「自然資産」の認識も他と比べて低い。 
 札幌居住者が栗山町に抱くイメージは、「交通渋滞が少なく」「身近に公園や緑があり」「居住環境が静か」がトップ３。 
 「経済インフラ資産」はほぼ認識されていない様子。 
 「コミュニティ資産」は、栗山町居住者よりも札幌市居住者の方がスコアが高くなっている。 



31 札幌市のブランド資産（TOP2） ：居住地別比較 【栗山町居住者⇔札幌市居住者】 

●TOP2：「非常にそう思う」+「ややそう思う」のスコア 

(%)

　

(N)

古

（
い
に
し
え

）
や
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
場
所
が
あ
る
と
思
う

歴
史
的
な
街
並
み
が
残

っ
て
い
る
と
思
う

歴
史
上
有
名
な
人
物
を
輩
出
し
て
い
る
と
思
う

歴
史
上
有
名
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
と
思
う

伝
統
文
化
の
保
存
に
積
極
的
で
あ
る
と
思
う

地
域
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
生
活
文
化
が
あ
る
と
思
う

芸
術
や
伝
統
芸
能
な
ど
の
文
化
に
対
す
る
住
民
の
興
味
が
高
い
と
思
う

芸
術
家
や
文
化
人
に
好
ま
れ
る
場
所
が
あ
る
と
思
う

芸
術

、
伝
統
芸
能
な
ど
の
文
化
的
な
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
と
思
う

芸
術
や
伝
統
芸
能
な
ど
の
文
化
を
身
近
に
体
験
で
き
る
場
が
あ
る
と
思
う

地
域
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
独
自
の
芸
術

、
伝
統
芸
能
が
あ
る
と
思
う

良
質
の
温
泉
が
あ
る
と
思
う

子
育
て
し
や
す
い
環
境
で
あ
る
と
思
う

交
通
渋
滞
が
少
な
い
と
思
う

居
住
費
や
家
賃
が
高
い
と
思
う

物
価
が
高
く
な
く

、
生
活
費
の
負
担
が
少
な
い
と
思
う

家

（
一
戸
建
て

）
を
取
得
し
や
す
い
環
境
で
あ
る
と
思
う

働
く
場
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う

地
域
内
で
の
交
通
機
関
が
発
達
し
て
い
て

、
移
動
に
便
利
だ
と
思
う

医
療
・
福
祉
機
関
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う

研
究
所
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う

教
育
機
関

（
幼
稚
園

、
小
中
学
校

、
高
等
学
校

、
専
門
学
校
等

）
が
充
実
し
て
い
る
と

思
う

経
済
・
商
業
の
中
心
と
な
る
産
業
が
あ
り

、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
と
思
う

そ
の
地
域
を
代
表
す
る
食
べ
物
が
あ
る
と
思
う

食
べ
物
が
お
い
し
い
と
思
う

お
い
し
い
料
理
屋
が
あ
る
と
思
う

伝
統
的
な
郷
土
料
理
が
あ
る
と
思
う

地
域
固
有
の
特
産
品

（
農
産
物

、
海
産
物

、
畜
産
物

、
酒
な
ど

）
が
あ
る
と
思
う

住
民
同
士
が
交
流
で
き
る
場
が
あ
る
と
思
う

人
と
人
と
の
交
流
が
活
発
な
地
域
で
あ
る
と
思
う

住
民
と
訪
問
者
が
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
雰
囲
気
が
あ
る
と
思
う

世
代
を
超
え
た
交
流
が
あ
る
と
思
う

多
様
な
価
値
観
や
趣
味
を
持

っ
た
人
た
ち
の
交
流
の
場
が
あ
る
と
思
う

美
し
い
公
園
や
自
然
施
設
が
あ
る
と
思
う

美
し
い
街
並
み
が
あ
る
と
思
う

身
近
に
公
園
や
緑
が
あ
る
と
思
う

買
い
物
な
ど
日
常
生
活
が
便
利
で
あ
る
と
思
う

居
住
環
境
が
静
か
で
あ
る
と
思
う

治
安
が
良
い
と
思
う

自
然
災
害
が
少
な
い
と
思
う

栗山町居住者(郵送）全体 369 47.2 35.0 52.0 42.5 30.9 21.4 33.9 46.9 47.4 48.0 29.3 50.1 34.4 6.0 53.4 16.0 9.5 86.7 92.7 81.8 56.4 76.7 77.8 66.1 78.9 91.6 37.4 42.0 30.9 38.5 27.1 25.7 50.7 60.7 53.4 34.7 84.3 7.6 9.2 32.8

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体 800 43.0 32.0 39.4 35.3 27.9 31.5 26.8 41.0 32.8 33.0 23.9 47.0 42.8 17.5 59.6 17.1 22.5 76.9 87.5 68.9 36.1 66.5 70.4 74.1 87.1 89.5 52.4 59.5 30.6 28.0 23.3 21.8 40.0 70.6 58.3 60.1 78.8 26.3 28.3 49.1

【基数:栗山町=札幌市認知者/札幌市=対象者全体】

歴史的文化遺産 生活資産 経済インフラ資産 食文化資産 コミュニティ資産 自然資産

0

20

40

60

80

100

栗山町居住者(郵送）全体

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体

(WEB)Q11,Q12/(郵送）Q16 『札幌市』は、どのようなところだと思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 

ブランド資産 

栗山町居住者も、札幌市居住者と同じくらい各資産の認識を持っている。特に経済インフラ資産は札幌市居住者を上回る。 
 「経済インフラ資産」「食文化資産」の認識が高く、栗山町居住者からもその認識は持たれている。 
 「交通渋滞」「家の建てやすさ」「居住環境の静かさ」「治安」は栗山町居住者が思っているほど、札幌市居住者は深刻ではない様子。 



32 札幌市のブランド資産（TOP2） ：栗山町居住者 性年代別 

●TOP2：「非常にそう思う」+「ややそう思う」のスコア 

(%)

　

(N)

古

（
い
に
し
え

）
や
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
場
所
が
あ
る
と
思
う

歴
史
的
な
街
並
み
が
残

っ
て
い
る
と
思
う

歴
史
上
有
名
な
人
物
を
輩
出
し
て
い
る
と
思
う

歴
史
上
有
名
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
と
思
う

伝
統
文
化
の
保
存
に
積
極
的
で
あ
る
と
思
う

地
域
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
生
活
文
化
が
あ
る
と
思
う

芸
術
や
伝
統
芸
能
な
ど
の
文
化
に
対
す
る
住
民
の
興
味
が
高
い
と
思
う

芸
術
家
や
文
化
人
に
好
ま
れ
る
場
所
が
あ
る
と
思
う

芸
術

、
伝
統
芸
能
な
ど
の
文
化
的
な
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
と
思
う

芸
術
や
伝
統
芸
能
な
ど
の
文
化
を
身
近
に
体
験
で
き
る
場
が
あ
る
と
思
う

地
域
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
独
自
の
芸
術

、
伝
統
芸
能
が
あ
る
と
思
う

良
質
の
温
泉
が
あ
る
と
思
う

子
育
て
し
や
す
い
環
境
で
あ
る
と
思
う

交
通
渋
滞
が
少
な
い
と
思
う

居
住
費
や
家
賃
が
高
い
と
思
う

物
価
が
高
く
な
く

、
生
活
費
の
負
担
が
少
な
い
と
思
う

家

（
一
戸
建
て

）
を
取
得
し
や
す
い
環
境
で
あ
る
と
思
う

働
く
場
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う

地
域
内
で
の
交
通
機
関
が
発
達
し
て
い
て

、
移
動
に
便
利
だ
と
思
う

医
療
・
福
祉
機
関
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う

研
究
所
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う

教
育
機
関

（
幼
稚
園

、
小
中
学
校

、
高
等
学
校

、
専
門
学
校
等

）
が
充
実
し

て
い
る
と
思
う

経
済
・
商
業
の
中
心
と
な
る
産
業
が
あ
り

、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い

る
と
思
う

そ
の
地
域
を
代
表
す
る
食
べ
物
が
あ
る
と
思
う

食
べ
物
が
お
い
し
い
と
思
う

お
い
し
い
料
理
屋
が
あ
る
と
思
う

伝
統
的
な
郷
土
料
理
が
あ
る
と
思
う

地
域
固
有
の
特
産
品

（
農
産
物

、
海
産
物

、
畜
産
物

、
酒
な
ど

）
が
あ
る
と

思
う

住
民
同
士
が
交
流
で
き
る
場
が
あ
る
と
思
う

人
と
人
と
の
交
流
が
活
発
な
地
域
で
あ
る
と
思
う

住
民
と
訪
問
者
が
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
雰
囲
気
が
あ
る
と
思
う

世
代
を
超
え
た
交
流
が
あ
る
と
思
う

多
様
な
価
値
観
や
趣
味
を
持

っ
た
人
た
ち
の
交
流
の
場
が
あ
る
と
思
う

美
し
い
公
園
や
自
然
施
設
が
あ
る
と
思
う

美
し
い
街
並
み
が
あ
る
と
思
う

身
近
に
公
園
や
緑
が
あ
る
と
思
う

買
い
物
な
ど
日
常
生
活
が
便
利
で
あ
る
と
思
う

居
住
環
境
が
静
か
で
あ
る
と
思
う

治
安
が
良
い
と
思
う

自
然
災
害
が
少
な
い
と
思
う

369 47.2 35.0 52.0 42.5 30.9 21.4 33.9 46.9 47.4 48.0 29.3 50.1 34.4 6.0 53.4 16.0 9.5 86.7 92.7 81.8 56.4 76.7 77.8 66.1 78.9 91.6 37.4 42.0 30.9 38.5 27.1 25.7 50.7 60.7 53.4 34.7 84.3 7.6 9.2 32.8

男性２０代 52 50.0 42.3 63.5 42.3 36.5 28.8 30.8 42.3 51.9 46.2 40.4 55.8 44.2 11.5 61.5 23.1 17.3 86.5 90.4 76.9 63.5 82.7 80.8 75.0 86.5 94.2 44.2 42.3 42.3 46.2 32.7 34.6 50.0 59.6 57.7 28.8 84.6 11.5 15.4 46.2

男性３０代 105 44.8 33.3 58.1 46.7 33.3 25.7 35.2 44.8 41.9 41.9 29.5 47.6 32.4 5.7 56.2 18.1 9.5 85.7 94.3 81.0 58.1 76.2 81.0 66.7 77.1 90.5 34.3 41.9 28.6 37.1 25.7 21.9 44.8 61.0 53.3 41.0 84.8 11.4 16.2 38.1

男性４０代  *1 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0

女性２０代 76 38.2 28.9 46.1 40.8 22.4 15.8 31.6 43.4 44.7 50.0 22.4 44.7 28.9 3.9 47.4 11.8 5.3 90.8 94.7 81.6 56.6 73.7 72.4 57.9 77.6 97.4 31.6 38.2 31.6 36.8 28.9 22.4 52.6 48.7 47.4 23.7 82.9 3.9 5.3 22.4

女性３０代 128 54.7 37.5 45.3 40.6 32.8 19.5 34.4 52.3 51.6 52.3 28.1 56.3 35.9 5.5 53.1 13.3 8.6 85.9 92.2 85.9 54.7 78.9 77.3 68.8 78.9 89.8 39.1 44.5 27.3 37.5 25.8 27.3 53.1 68.0 55.5 39.1 85.2 5.5 3.9 28.9

女性４０代  *2 100.0 100.0 100.0 50.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 50.0 100.0 50.0 100.0 100.0 50.0 100.0 100.0 100.0 0.0 50.0 100.0 100.0 100.0 50.0 100.0 0.0 0.0 50.0

【基数:札幌市認知者】

栗山町居住者(郵送）全体

栗山町
性年代

別

歴史的文化遺産 生活資産 経済インフラ資産 食文化資産 コミュニティ資産 自然資産

0

20

40

60

80

100

栗山町居住者(郵送）全体

※表内網掛け：全体のスコアに対して■:10％以上/■:5％以上/■:5％以下/■:10％以下 

(郵送）Q16 『札幌市』は、どのようなところだと思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 

ブランド資産 

特に男性20代で札幌市の資産認識が高く、「生活資産」や「コミュニティ資産」では、各指標全体的に高い。 
 栗山町居住者が札幌市に抱くイメージのトップ３は、「地域内での交通機関が発達していて、移動に便利」「おいしい料理屋がある」「働く場が充実している」で、
都会性に関するものが上位に挙げられた。 



33 札幌市のブランド資産（TOP2） ：札幌市居住者 性年代別 

札幌市居住者においても、男性20代で「歴史上有名な人物を輩出している」など認識が高いものがあるが、「経済インフラ資産」はやや低め。 
 札幌市居住者が札幌市に抱くイメージは、「おいしい料理屋がある」「地域内での交通機関が発達していて、移動に便利」「食べ物がおいしい」が  トップ３。 
 「買い物など日常生活が便利」「働く場が充実していると思う」が続き、「食文化資産」「経済インフラ資産」の項目が多く上位に挙げられた。 

●TOP2：「非常にそう思う」+「ややそう思う」のスコア 

(%)

　

(N)

古

（
い
に
し
え

）
や
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
場
所
が
あ
る
と
思
う

歴
史
的
な
街
並
み
が
残

っ
て
い
る
と
思
う

歴
史
上
有
名
な
人
物
を
輩
出
し
て
い
る
と
思
う

歴
史
上
有
名
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
と
思
う

伝
統
文
化
の
保
存
に
積
極
的
で
あ
る
と
思
う

地
域
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
生
活
文
化
が
あ
る
と
思
う

芸
術
や
伝
統
芸
能
な
ど
の
文
化
に
対
す
る
住
民
の
興
味
が
高
い
と
思
う

芸
術
家
や
文
化
人
に
好
ま
れ
る
場
所
が
あ
る
と
思
う

芸
術

、
伝
統
芸
能
な
ど
の
文
化
的
な
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
と
思
う

芸
術
や
伝
統
芸
能
な
ど
の
文
化
を
身
近
に
体
験
で
き
る
場
が
あ
る
と
思
う

地
域
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
独
自
の
芸
術

、
伝
統
芸
能
が
あ
る
と
思
う

良
質
の
温
泉
が
あ
る
と
思
う

子
育
て
し
や
す
い
環
境
で
あ
る
と
思
う

交
通
渋
滞
が
少
な
い
と
思
う

居
住
費
や
家
賃
が
高
い
と
思
う

物
価
が
高
く
な
く

、
生
活
費
の
負
担
が
少
な
い
と
思
う

家

（
一
戸
建
て

）
を
取
得
し
や
す
い
環
境
で
あ
る
と
思
う

働
く
場
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う

地
域
内
で
の
交
通
機
関
が
発
達
し
て
い
て

、
移
動
に
便
利
だ
と
思
う

医
療
・
福
祉
機
関
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う

研
究
所
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う

教
育
機
関

（
幼
稚
園

、
小
中
学
校

、
高
等
学
校

、
専
門
学
校
等

）
が
充
実
し

て
い
る
と
思
う

経
済
・
商
業
の
中
心
と
な
る
産
業
が
あ
り

、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い

る
と
思
う

そ
の
地
域
を
代
表
す
る
食
べ
物
が
あ
る
と
思
う

食
べ
物
が
お
い
し
い
と
思
う

お
い
し
い
料
理
屋
が
あ
る
と
思
う

伝
統
的
な
郷
土
料
理
が
あ
る
と
思
う

地
域
固
有
の
特
産
品

（
農
産
物

、
海
産
物

、
畜
産
物

、
酒
な
ど

）
が
あ
る
と

思
う

住
民
同
士
が
交
流
で
き
る
場
が
あ
る
と
思
う

人
と
人
と
の
交
流
が
活
発
な
地
域
で
あ
る
と
思
う

住
民
と
訪
問
者
が
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
雰
囲
気
が
あ
る
と
思
う

世
代
を
超
え
た
交
流
が
あ
る
と
思
う

多
様
な
価
値
観
や
趣
味
を
持

っ
た
人
た
ち
の
交
流
の
場
が
あ
る
と
思
う

美
し
い
公
園
や
自
然
施
設
が
あ
る
と
思
う

美
し
い
街
並
み
が
あ
る
と
思
う

身
近
に
公
園
や
緑
が
あ
る
と
思
う

買
い
物
な
ど
日
常
生
活
が
便
利
で
あ
る
と
思
う

居
住
環
境
が
静
か
で
あ
る
と
思
う

治
安
が
良
い
と
思
う

自
然
災
害
が
少
な
い
と
思
う

800 43.0 32.0 39.4 35.3 27.9 31.5 26.8 41.0 32.8 33.0 23.9 47.0 42.8 17.5 59.6 17.1 22.5 76.9 87.5 68.9 36.1 66.5 70.4 74.1 87.1 89.5 52.4 59.5 30.6 28.0 23.3 21.8 40.0 70.6 58.3 60.1 78.8 26.3 28.3 49.1

男性２０代 46 28.3 28.3 50.0 43.5 23.9 32.6 28.3 37.0 30.4 30.4 30.4 52.2 34.8 19.6 50.0 23.9 26.1 65.2 80.4 67.4 45.7 58.7 76.1 69.6 87.0 87.0 52.2 58.7 26.1 26.1 26.1 17.4 32.6 65.2 60.9 52.2 58.7 34.8 41.3 50.0

男性３０代 125 41.6 29.6 42.4 33.6 26.4 28.0 19.2 36.8 29.6 30.4 24.8 48.0 44.0 15.2 58.4 15.2 15.2 72.8 85.6 67.2 33.6 67.2 75.2 68.8 82.4 84.0 49.6 49.6 33.6 29.6 20.8 21.6 38.4 65.6 56.8 53.6 73.6 16.8 22.4 46.4

女性２０代 241 41.9 28.2 37.3 31.5 24.1 27.4 26.6 39.0 31.5 32.0 21.6 46.9 41.9 19.9 57.7 21.2 24.5 81.3 87.6 70.1 36.1 63.1 68.9 75.9 88.8 91.7 53.9 61.0 28.6 29.5 21.2 19.9 38.2 68.9 56.4 60.6 79.3 30.3 28.6 48.1

女性３０代 388 45.9 35.6 38.4 37.1 31.2 35.1 29.1 44.1 34.8 34.8 24.2 46.1 43.8 16.5 62.4 14.4 23.2 76.8 88.9 68.8 35.8 69.3 69.1 75.3 87.6 90.2 52.3 61.9 31.4 26.8 25.0 23.5 42.5 74.0 59.5 62.9 82.5 25.8 28.4 50.5

【基数:対象者全体】

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体

札幌市
性年代

別

歴史的文化遺産 生活資産 経済インフラ資産 食文化資産 コミュニティ資産 自然資産

0

20

40

60

80

100

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体

※表内網掛け：全体のスコアに対して■:10％以上/■:5％以上/■:5％以下/■:10％以下 

(WEB)Q11,Q12 『札幌市』は、どのようなところだと思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 

ブランド資産 



34 東川町のブランド資産（TOP2） ：札幌市居住者 性年代別 

東川町については、女性20代で他よりも高い認識があり、「その地域を代表する食べ物がある」などの食文化資産など。 
 札幌市居住者が東川町に抱くイメージは「交通渋滞が少なく」「身近に公園や緑があり」「居住環境が静か」がトップ３。これは栗山町と同一。 
 トップ３以下も栗山町と傾向は同様だが、スコアはやや低め。 

●TOP2：「非常にそう思う」+「ややそう思う」のスコア 

(%)

　

(N)

古

（
い
に
し
え

）
や
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
場
所
が
あ
る
と
思
う

歴
史
的
な
街
並
み
が
残

っ
て
い
る
と
思
う

歴
史
上
有
名
な
人
物
を
輩
出
し
て
い
る
と
思
う

歴
史
上
有
名
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
と
思
う

伝
統
文
化
の
保
存
に
積
極
的
で
あ
る
と
思
う

地
域
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
生
活
文
化
が
あ
る
と
思
う

芸
術
や
伝
統
芸
能
な
ど
の
文
化
に
対
す
る
住
民
の
興
味
が
高
い
と
思
う

芸
術
家
や
文
化
人
に
好
ま
れ
る
場
所
が
あ
る
と
思
う

芸
術

、
伝
統
芸
能
な
ど
の
文
化
的
な
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
と
思
う

芸
術
や
伝
統
芸
能
な
ど
の
文
化
を
身
近
に
体
験
で
き
る
場
が
あ
る
と
思
う

地
域
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
独
自
の
芸
術

、
伝
統
芸
能
が
あ
る
と
思
う

良
質
の
温
泉
が
あ
る
と
思
う

子
育
て
し
や
す
い
環
境
で
あ
る
と
思
う

交
通
渋
滞
が
少
な
い
と
思
う

居
住
費
や
家
賃
が
高
い
と
思
う

物
価
が
高
く
な
く

、
生
活
費
の
負
担
が
少
な
い
と
思
う

家

（
一
戸
建
て

）
を
取
得
し
や
す
い
環
境
で
あ
る
と
思
う

働
く
場
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う

地
域
内
で
の
交
通
機
関
が
発
達
し
て
い
て

、
移
動
に
便
利
だ
と
思
う

医
療
・
福
祉
機
関
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う

研
究
所
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う

教
育
機
関

（
幼
稚
園

、
小
中
学
校

、
高
等
学
校

、
専
門
学
校
等

）
が
充
実
し

て
い
る
と
思
う

経
済
・
商
業
の
中
心
と
な
る
産
業
が
あ
り

、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い

る
と
思
う

そ
の
地
域
を
代
表
す
る
食
べ
物
が
あ
る
と
思
う

食
べ
物
が
お
い
し
い
と
思
う

お
い
し
い
料
理
屋
が
あ
る
と
思
う

伝
統
的
な
郷
土
料
理
が
あ
る
と
思
う

地
域
固
有
の
特
産
品

（
農
産
物

、
海
産
物

、
畜
産
物

、
酒
な
ど

）
が
あ
る
と

思
う

住
民
同
士
が
交
流
で
き
る
場
が
あ
る
と
思
う

人
と
人
と
の
交
流
が
活
発
な
地
域
で
あ
る
と
思
う

住
民
と
訪
問
者
が
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
雰
囲
気
が
あ
る
と
思
う

世
代
を
超
え
た
交
流
が
あ
る
と
思
う

多
様
な
価
値
観
や
趣
味
を
持

っ
た
人
た
ち
の
交
流
の
場
が
あ
る
と
思
う

美
し
い
公
園
や
自
然
施
設
が
あ
る
と
思
う

美
し
い
街
並
み
が
あ
る
と
思
う

身
近
に
公
園
や
緑
が
あ
る
と
思
う

買
い
物
な
ど
日
常
生
活
が
便
利
で
あ
る
と
思
う

居
住
環
境
が
静
か
で
あ
る
と
思
う

治
安
が
良
い
と
思
う

自
然
災
害
が
少
な
い
と
思
う

577 22.7 16.3 6.4 6.6 10.7 20.3 17.5 17.5 16.8 15.8 17.5 27.0 31.0 65.7 7.3 34.1 55.6 3.3 2.3 5.4 2.9 4.9 8.5 30.8 40.0 27.2 21.5 30.8 36.2 30.3 28.4 28.6 22.2 55.8 30.7 61.7 7.6 61.0 51.0 21.8

男性２０代 31 6.5 6.5 6.5 9.7 9.7 12.9 9.7 9.7 9.7 9.7 19.4 12.9 16.1 51.6 6.5 22.6 25.8 - 0.0 3.2 0.0 0.0 0.0 19.4 29.0 16.1 16.1 19.4 16.1 12.9 12.9 19.4 16.1 41.9 6.5 32.3 3.2 29.0 29.0 19.4

男性３０代 98 21.4 10.2 5.1 4.1 10.2 16.3 13.3 16.3 16.3 15.3 15.3 27.6 29.6 58.2 9.2 23.5 48.0 4.1 4.1 2.0 2.0 3.1 6.1 19.4 33.7 22.4 20.4 21.4 24.5 19.4 23.5 21.4 15.3 51.0 21.4 51.0 9.2 49.0 39.8 22.4

女性２０代 146 27.4 23.3 8.2 7.5 14.4 28.1 20.5 15.8 16.4 17.8 19.2 25.3 33.6 68.5 7.5 39.0 58.9 4.1 2.1 6.2 4.1 8.9 9.6 41.1 44.5 34.2 26.7 30.8 41.8 34.9 31.5 27.4 23.3 58.2 37.0 68.5 6.8 65.1 52.1 21.9

女性３０代 302 22.5 15.9 6.0 6.6 9.3 18.5 18.2 19.5 17.9 15.6 17.2 29.1 31.8 68.2 6.6 36.4 59.6 3.0 2.0 6.3 3.0 4.0 9.6 30.8 41.1 26.5 19.9 35.1 39.4 33.4 30.1 32.5 24.5 57.6 33.1 64.9 7.9 66.2 56.3 21.9

【基数:東川町認知者】

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体

札幌市
性年代

別

歴史的文化遺産 生活資産 経済インフラ資産 食文化資産 コミュニティ資産 自然資産

0

20

40

60

80

100

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体

※表内網掛け：全体のスコアに対して■:10％以上/■:5％以上/■:5％以下/■:10％以下 

ブランド資産 

(WEB)Q16,Q17 『東川町』は、どのようなところだと思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 



ブランド価値 



36 各エリアブランド価値（得点）：居住地別比較 

(点)

　

(N)

地域ブランド価値
平均点

①関係絆価値
平均点

②自己実現価値
平均点

③ゆとり価値
平均点

④感覚価値
平均点

Ｑ４　栗山町ブランド価値 696 3.0 3.3 2.6 3.1 3.1

Ｑ１３　札幌市ブランド価値 800 2.8 2.8 3.1 2.8 2.4

Ｑ１８　東川町ブランド価値 577 3.0 3.2 2.7 3.1 3.1

【基数:札幌市居住者：各認知者ベース】

0

1

2

3

4

Ｑ４ 栗山町ブランド価値

Ｑ１３ 札幌市ブランド価値

Ｑ１８ 東川町ブランド価値

●「非常にそう思う」5点/「ややそう思う」4点/「どちらでもない」3点/「あまりそう思わない」2点/「全くそう思わない」1点とした場合の平均値 

ブランド価値 

(WEB)Q4 では『栗山町』で過ごしていると、どのような気分になると思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 
(WEB)Q13 では『札幌市』で過ごしていると、どのような気分になると思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 
(WEB)Q18 では『東川町』で過ごしていると、どのような気分になると思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 

札幌市は「自己実現価値」が高く、その他の指標については栗山町と東川町が上回る。（特に「感覚価値」と「関係絆価値」） 

(点)

　

(N)

地域ブランド価値
平均点

①関係絆価値
平均点

②自己実現価値
平均点

③ゆとり価値
平均点

④感覚価値
平均点

Ｑ４　栗山町ブランド価値 359 2.6 3.1 2.2 2.7 2.4

Ｑ１３　札幌市ブランド価値 352 2.8 2.6 3.5 2.7 2.5

【基数:栗山町居住者：各認知者ベース】

0

1

2

3

4

Ｑ４ 栗山町ブランド価値

Ｑ１３ 札幌市ブランド価値

栗山町居住者 

札幌市居住者 



37 栗山町のブランド価値（TOP2） ：居住地別比較 【栗山町居住者⇔札幌市居住者】 

全般に栗山町居住者の認識よりも札幌市居住者の認識が高く、特に「感覚価値」でその差は顕著。 
 「関係絆価値」の認識が高く、札幌市居住者からもその認識は持たれている。 

 

●TOP2：「非常にそう思う」+「ややそう思う」のスコア 
ブランド価値 

(WEB)Q4/(郵送）Q8 では『栗山町』で過ごしていると、どのような気分になると思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 

(%)

　

(N)

家
族
や
友
人
と
の
絆
を
感
じ
ら
れ
る
と
思
う

そ
の
地
域
の
仲
間
と
し
て
の
連
帯
感
を
感
じ
ら

れ
る
と
思
う

人
に
対
し
て
優
し
く
な
れ
る
と
思
う

そ
の
地
域
に
住
む
人

、
集
ま
る
人
た
ち
の
価
値

観
に
共
感
・
共
鳴
で
き
る
と
思
う

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
感
じ
ら
れ
る
と
思
う

人
の
温
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
と
思
う

客
人
を
暖
か
く
受
け
入
れ
る
土
地
柄
だ
と
思
う

人
間
間
で
の
心
の
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
と

思
う

感
性
が
刺
激
さ
れ
る
と
思
う

刺
激
が
得
ら
れ
る
と
思
う

自
分
の
知
識
や
視
野
を
広
げ
て
く
れ
る
と
思
う

贅
沢
な
気
分
に
な
れ
る
と
思
う

夢
や
目
標
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
う

人
生
観
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う

ス
テ
ー
タ
ス
や
プ
ラ
イ
ド
を
感
じ
ら
れ
る
と
思

う 知
的
な
気
分
を
味
わ
え
る
と
思
う

創
造
性
を
掻
き
立
て
ら
れ
る
と
思
う

経
済
的
に
ゆ
と
り
の
あ
る
暮
ら
し
が
で
き
る
と

思
う

老
後
も
安
心
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
と
思
う

ゆ
と
り
を
持

っ
た
生
活
が
で
き
る
と
思
う

ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
生
活
が
で
き
る
と
思
う

神
秘
的
な
気
分
に
な
れ
る
と
思
う

原
風
景
を
思
い
起
こ
さ
せ
ら
れ
る
と
思
う

日
常
か
ら
開
放
さ
れ
た
気
分
に
な
れ
る
と
思
う

栗山町居住者(郵送）全体 373 44.5 32.2 34.9 22.8 35.1 43.7 32.2 24.9 13.9 5.1 11.5 7.2 8.0 10.2 6.2 4.3 9.9 13.1 23.6 24.7 35.4 7.8 26.0 17.2

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体 696 37.5 40.9 45.7 31.2 47.4 51.6 38.8 37.1 28.3 13.8 21.4 10.5 5.5 21.4 3.7 6.5 16.4 25.0 25.6 38.9 43.8 15.4 45.8 51.4

【基数:栗山町=対象者全体/札幌市=栗山町認知者】

ゆとり価値 感覚価値関係絆価値 自己実現価値

0

20

40

60

80

栗山町居住者(郵送）全体

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体



38 栗山町のブランド価値（TOP2） ：栗山町居住者 性年代別 

●TOP2：「非常にそう思う」+「ややそう思う」のスコア 

※表内網掛け：全体のスコアに対して■:10％以上/■:5％以上/■:5％以下/■:10％以下 

ブランド価値 

(郵送）Q8 では『栗山町』で過ごしていると、どのような気分になると思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 

(%)

　

(N)

家
族
や
友
人
と
の
絆
を
感
じ
ら
れ
る
と
思
う

そ
の
地
域
の
仲
間
と
し
て
の
連
帯
感
を
感
じ
ら

れ
る
と
思
う

人
に
対
し
て
優
し
く
な
れ
る
と
思
う

そ
の
地
域
に
住
む
人

、
集
ま
る
人
た
ち
の
価
値

観
に
共
感
・
共
鳴
で
き
る
と
思
う

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
感
じ
ら
れ
る
と
思
う

人
の
温
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
と
思
う

客
人
を
暖
か
く
受
け
入
れ
る
土
地
柄
だ
と
思
う

人
間
間
で
の
心
の
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
と

思
う

感
性
が
刺
激
さ
れ
る
と
思
う

刺
激
が
得
ら
れ
る
と
思
う

自
分
の
知
識
や
視
野
を
広
げ
て
く
れ
る
と
思
う

贅
沢
な
気
分
に
な
れ
る
と
思
う

夢
や
目
標
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
う

人
生
観
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う

ス
テ
ー
タ
ス
や
プ
ラ
イ
ド
を
感
じ
ら
れ
る
と
思

う 知
的
な
気
分
を
味
わ
え
る
と
思
う

創
造
性
を
掻
き
立
て
ら
れ
る
と
思
う

経
済
的
に
ゆ
と
り
の
あ
る
暮
ら
し
が
で
き
る
と

思
う

老
後
も
安
心
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
と
思
う

ゆ
と
り
を
持

っ
た
生
活
が
で
き
る
と
思
う

ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
生
活
が
で
き
る
と
思
う

神
秘
的
な
気
分
に
な
れ
る
と
思
う

原
風
景
を
思
い
起
こ
さ
せ
ら
れ
る
と
思
う

日
常
か
ら
開
放
さ
れ
た
気
分
に
な
れ
る
と
思
う

373 44.5 32.2 34.9 22.8 35.1 43.7 32.2 24.9 13.9 5.1 11.5 7.2 8.0 10.2 6.2 4.3 9.9 13.1 23.6 24.7 35.4 7.8 26.0 17.2

男性２０代 53 56.6 39.6 49.1 37.7 35.8 47.2 39.6 30.2 18.9 11.3 26.4 18.9 17.0 20.8 17.0 17.0 24.5 17.0 30.2 30.2 49.1 20.8 43.4 32.1

男性３０代 105 34.3 31.4 30.5 15.2 31.4 38.1 25.7 21.0 14.3 5.7 11.4 7.6 8.6 9.5 6.7 3.8 9.5 11.4 21.9 23.8 36.2 7.6 22.9 16.2

男性４０代  *1 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

女性２０代 77 57.1 39.0 37.7 29.9 39.0 45.5 36.4 33.8 15.6 5.2 11.7 3.9 10.4 9.1 2.6 1.3 9.1 19.5 31.2 23.4 31.2 2.6 27.3 13.0

女性３０代 130 40.0 25.4 32.3 20.0 36.2 46.2 31.5 21.5 11.5 2.3 5.4 4.6 2.3 7.7 3.1 1.5 5.4 8.5 17.7 23.1 33.1 6.2 22.3 13.8

女性４０代  *2 100.0 50.0 0.0 0.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

【基数:対象者全体】

感覚価値

栗山町
性年代

別

関係絆価値 自己実現価値

栗山町居住者(郵送）全体

ゆとり価値

0

20

40

60

80

栗山町居住者(郵送）全体

男性20代で価値認識が全般的に高く、特に「感覚価値」。 
 栗山町居住者は、栗山町で過ごすことによって、「家族や友人との絆」や「人の温かさを感じ」「ストレスの少ない生活ができる」と思っている。 



39 栗山町のブランド価値（TOP2） ：札幌市居住者 性年代別 

●TOP2：「非常にそう思う」+「ややそう思う」のスコア 

※表内網掛け：全体のスコアに対して■:10％以上/■:5％以上/■:5％以下/■:10％以下 

ブランド価値 

(WEB)Q4 では『栗山町』で過ごしていると、どのような気分になると思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 

(%)

　

(N)

家
族
や
友
人
と
の
絆
を
感
じ
ら
れ
る
と
思
う

そ
の
地
域
の
仲
間
と
し
て
の
連
帯
感
を
感
じ
ら

れ
る
と
思
う

人
に
対
し
て
優
し
く
な
れ
る
と
思
う

そ
の
地
域
に
住
む
人

、
集
ま
る
人
た
ち
の
価
値

観
に
共
感
・
共
鳴
で
き
る
と
思
う

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
感
じ
ら
れ
る
と
思
う

人
の
温
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
と
思
う

客
人
を
暖
か
く
受
け
入
れ
る
土
地
柄
だ
と
思
う

人
間
間
で
の
心
の
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
と

思
う

感
性
が
刺
激
さ
れ
る
と
思
う

刺
激
が
得
ら
れ
る
と
思
う

自
分
の
知
識
や
視
野
を
広
げ
て
く
れ
る
と
思
う

贅
沢
な
気
分
に
な
れ
る
と
思
う

夢
や
目
標
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
う

人
生
観
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う

ス
テ
ー
タ
ス
や
プ
ラ
イ
ド
を
感
じ
ら
れ
る
と
思

う 知
的
な
気
分
を
味
わ
え
る
と
思
う

創
造
性
を
掻
き
立
て
ら
れ
る
と
思
う

経
済
的
に
ゆ
と
り
の
あ
る
暮
ら
し
が
で
き
る
と

思
う

老
後
も
安
心
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
と
思
う

ゆ
と
り
を
持

っ
た
生
活
が
で
き
る
と
思
う

ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
生
活
が
で
き
る
と
思
う

神
秘
的
な
気
分
に
な
れ
る
と
思
う

原
風
景
を
思
い
起
こ
さ
せ
ら
れ
る
と
思
う

日
常
か
ら
開
放
さ
れ
た
気
分
に
な
れ
る
と
思
う

696 37.5 40.9 45.7 31.2 47.4 51.6 38.8 37.1 28.3 13.8 21.4 10.5 5.5 21.4 3.7 6.5 16.4 25.0 25.6 38.9 43.8 15.4 45.8 51.4

男性２０代 35 34.3 34.3 31.4 22.9 34.3 37.1 25.7 28.6 28.6 14.3 25.7 11.4 5.7 22.9 8.6 17.1 22.9 25.7 25.7 37.1 34.3 20.0 37.1 25.7

男性３０代 113 29.2 29.2 38.1 21.2 40.7 38.9 31.0 33.6 17.7 9.7 16.8 10.6 8.0 21.2 3.5 4.4 14.2 15.9 19.5 35.4 50.4 9.7 46.9 53.1

女性２０代 192 45.8 45.8 52.1 32.3 52.6 57.3 45.3 40.6 35.4 18.8 28.6 12.5 3.6 22.9 3.6 4.7 20.3 26.6 30.2 43.2 45.3 20.8 47.9 57.8

女性３０代 356 36.0 42.7 46.1 34.6 48.0 53.9 39.0 37.1 27.8 12.4 18.5 9.3 5.6 20.5 3.4 7.0 14.3 27.0 25.0 37.9 41.9 13.8 45.2 50.0

【基数:栗山町認知者】

札幌市
性年代

別

関係絆価値 自己実現価値

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体

ゆとり価値 感覚価値
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20

40

60

80

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体

女性20代で全体的に認識がやや高めの傾向で、特に「関係絆価値」と「感覚価値」。 
 札幌市居住者は、栗山町で過ごすことによって、「人の温かさを感じ」「日常から開放された気分になって」「人とのふれあいを感じられる」思っている。 
 全般に栗山町居住者よりもスコアが高めの傾向。 



40 札幌市のブランド価値（TOP2） ：居住地別比較 【栗山町居住者⇔札幌市居住者】 

「自己実現価値」の認識が高く、栗山町居住者からも高い認識をされており、札幌市居住者の認識を上回る。 
 一方、「関係絆価値」と「ゆとり価値」は、すべて項目で栗山町居住者は札幌市居住者よりも認識が低い。 

●TOP2：「非常にそう思う」+「ややそう思う」のスコア 
ブランド価値 

(WEB)Q13/(郵送）Q17 では『札幌市』で過ごしていると、どのような気分になると思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 

(%)

　

(N)

家
族
や
友
人
と
の
絆
を
感
じ
ら
れ
る
と
思
う

そ
の
地
域
の
仲
間
と
し
て
の
連
帯
感
を
感
じ
ら

れ
る
と
思
う

人
に
対
し
て
優
し
く
な
れ
る
と
思
う

そ
の
地
域
に
住
む
人

、
集
ま
る
人
た
ち
の
価
値

観
に
共
感
・
共
鳴
で
き
る
と
思
う

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
感
じ
ら
れ
る
と
思
う

人
の
温
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
と
思
う

客
人
を
暖
か
く
受
け
入
れ
る
土
地
柄
だ
と
思
う

人
間
間
で
の
心
の
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
と

思
う

感
性
が
刺
激
さ
れ
る
と
思
う

刺
激
が
得
ら
れ
る
と
思
う

自
分
の
知
識
や
視
野
を
広
げ
て
く
れ
る
と
思
う

贅
沢
な
気
分
に
な
れ
る
と
思
う

夢
や
目
標
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
う

人
生
観
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う

ス
テ
ー
タ
ス
や
プ
ラ
イ
ド
を
感
じ
ら
れ
る
と
思

う 知
的
な
気
分
を
味
わ
え
る
と
思
う

創
造
性
を
掻
き
立
て
ら
れ
る
と
思
う

経
済
的
に
ゆ
と
り
の
あ
る
暮
ら
し
が
で
き
る
と

思
う

老
後
も
安
心
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
と
思
う

ゆ
と
り
を
持

っ
た
生
活
が
で
き
る
と
思
う

ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
生
活
が
で
き
る
と
思
う

神
秘
的
な
気
分
に
な
れ
る
と
思
う

原
風
景
を
思
い
起
こ
さ
せ
ら
れ
る
と
思
う

日
常
か
ら
開
放
さ
れ
た
気
分
に
な
れ
る
と
思
う

栗山町居住者(郵送）全体 369 18.7 10.0 11.7 12.2 13.0 11.9 19.2 10.6 52.0 67.5 69.4 55.0 55.8 43.1 38.8 29.0 29.3 18.7 28.5 16.0 10.6 9.2 7.3 33.6

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体 800 25.8 16.4 14.3 17.3 16.4 21.0 32.9 16.9 37.0 50.8 51.5 39.5 42.8 27.0 31.4 23.3 22.8 21.3 34.9 21.6 18.9 7.3 10.4 16.6

【基数:栗山町=札幌市認知者/札幌市=対象者全体】

ゆとり価値 感覚価値関係絆価値 自己実現価値
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80

栗山町居住者(郵送）全体

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体



41 札幌市のブランド価値（TOP2） ：栗山町居住者 性年代別 

●TOP2：「非常にそう思う」+「ややそう思う」のスコア 

※表内網掛け：全体のスコアに対して■:10％以上/■:5％以上/■:5％以下/■:10％以下 

ブランド価値 

(郵送）Q17 では『札幌市』で過ごしていると、どのような気分になると思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 

(%)

　

(N)

家
族
や
友
人
と
の
絆
を
感
じ
ら
れ
る
と
思
う

そ
の
地
域
の
仲
間
と
し
て
の
連
帯
感
を
感
じ
ら

れ
る
と
思
う

人
に
対
し
て
優
し
く
な
れ
る
と
思
う

そ
の
地
域
に
住
む
人

、
集
ま
る
人
た
ち
の
価
値

観
に
共
感
・
共
鳴
で
き
る
と
思
う

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
感
じ
ら
れ
る
と
思
う

人
の
温
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
と
思
う

客
人
を
暖
か
く
受
け
入
れ
る
土
地
柄
だ
と
思
う

人
間
間
で
の
心
の
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
と

思
う

感
性
が
刺
激
さ
れ
る
と
思
う

刺
激
が
得
ら
れ
る
と
思
う

自
分
の
知
識
や
視
野
を
広
げ
て
く
れ
る
と
思
う

贅
沢
な
気
分
に
な
れ
る
と
思
う

夢
や
目
標
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
う

人
生
観
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う

ス
テ
ー
タ
ス
や
プ
ラ
イ
ド
を
感
じ
ら
れ
る
と
思

う 知
的
な
気
分
を
味
わ
え
る
と
思
う

創
造
性
を
掻
き
立
て
ら
れ
る
と
思
う

経
済
的
に
ゆ
と
り
の
あ
る
暮
ら
し
が
で
き
る
と

思
う

老
後
も
安
心
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
と
思
う

ゆ
と
り
を
持

っ
た
生
活
が
で
き
る
と
思
う

ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
生
活
が
で
き
る
と
思
う

神
秘
的
な
気
分
に
な
れ
る
と
思
う

原
風
景
を
思
い
起
こ
さ
せ
ら
れ
る
と
思
う

日
常
か
ら
開
放
さ
れ
た
気
分
に
な
れ
る
と
思
う

369 18.7 10.0 11.7 12.2 13.0 11.9 19.2 10.6 52.0 67.5 69.4 55.0 55.8 43.1 38.8 29.0 29.3 18.7 28.5 16.0 10.6 9.2 7.3 33.6

男性２０代 52 23.1 15.4 15.4 15.4 17.3 21.2 25.0 23.1 50.0 55.8 59.6 53.8 50.0 44.2 42.3 23.1 26.9 34.6 30.8 25.0 13.5 19.2 11.5 32.7

男性３０代 105 13.3 10.5 14.3 10.5 15.2 13.3 21.9 12.4 41.9 58.1 59.0 44.8 40.0 32.4 33.3 26.7 20.0 19.0 26.7 20.0 9.5 7.6 8.6 31.4

男性４０代  *1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

女性２０代 76 22.4 7.9 9.2 9.2 9.2 7.9 17.1 5.3 55.3 77.6 78.9 61.8 63.2 51.3 39.5 26.3 32.9 9.2 21.1 10.5 9.2 6.6 6.6 28.9

女性３０代 128 19.5 8.6 9.4 14.1 11.7 9.4 16.4 7.8 59.4 74.2 75.8 59.4 66.4 46.9 41.4 35.2 36.7 16.4 33.6 12.5 10.9 8.6 5.5 38.3

女性４０代  *2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 50.0

【基数:札幌市認知者】

感覚価値

栗山町
性年代

別

関係絆価値 自己実現価値

栗山町居住者(郵送）全体

ゆとり価値

0

20

40

60

80

栗山町居住者(郵送）全体

男性20代では「関係絆価値」と「ゆとり価値」が高めの傾向。一方女性は「自己実現価値」が男性と比べて高くなっている。 
 栗山町居住者は、札幌市で過ごすことによって、「自分の知識や視野を広げてくれて」「刺激が得られて」「夢や目標に近づくことができ」たり「贅沢な気分になれ
る」と思っている。 



42 札幌市のブランド価値（TOP2） ：札幌市居住者 性年代別 

●TOP2：「非常にそう思う」+「ややそう思う」のスコア 

※表内網掛け：全体のスコアに対して■:10％以上/■:5％以上/■:5％以下/■:10％以下 

ブランド価値 

(WEB)Q13 では『札幌市』で過ごしていると、どのような気分になると思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 

(%)

　

(N)

家
族
や
友
人
と
の
絆
を
感
じ
ら
れ
る
と
思
う

そ
の
地
域
の
仲
間
と
し
て
の
連
帯
感
を
感
じ
ら

れ
る
と
思
う

人
に
対
し
て
優
し
く
な
れ
る
と
思
う

そ
の
地
域
に
住
む
人

、
集
ま
る
人
た
ち
の
価
値

観
に
共
感
・
共
鳴
で
き
る
と
思
う

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
感
じ
ら
れ
る
と
思
う

人
の
温
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
と
思
う

客
人
を
暖
か
く
受
け
入
れ
る
土
地
柄
だ
と
思
う

人
間
間
で
の
心
の
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
と

思
う

感
性
が
刺
激
さ
れ
る
と
思
う

刺
激
が
得
ら
れ
る
と
思
う

自
分
の
知
識
や
視
野
を
広
げ
て
く
れ
る
と
思
う

贅
沢
な
気
分
に
な
れ
る
と
思
う

夢
や
目
標
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
う

人
生
観
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う

ス
テ
ー
タ
ス
や
プ
ラ
イ
ド
を
感
じ
ら
れ
る
と
思

う 知
的
な
気
分
を
味
わ
え
る
と
思
う

創
造
性
を
掻
き
立
て
ら
れ
る
と
思
う

経
済
的
に
ゆ
と
り
の
あ
る
暮
ら
し
が
で
き
る
と

思
う

老
後
も
安
心
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
と
思
う

ゆ
と
り
を
持

っ
た
生
活
が
で
き
る
と
思
う

ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
生
活
が
で
き
る
と
思
う

神
秘
的
な
気
分
に
な
れ
る
と
思
う

原
風
景
を
思
い
起
こ
さ
せ
ら
れ
る
と
思
う

日
常
か
ら
開
放
さ
れ
た
気
分
に
な
れ
る
と
思
う

800 25.8 16.4 14.3 17.3 16.4 21.0 32.9 16.9 37.0 50.8 51.5 39.5 42.8 27.0 31.4 23.3 22.8 21.3 34.9 21.6 18.9 7.3 10.4 16.6

男性２０代 46 19.6 21.7 17.4 23.9 23.9 28.3 30.4 23.9 28.3 32.6 43.5 34.8 34.8 21.7 37.0 21.7 28.3 21.7 26.1 15.2 17.4 8.7 21.7 23.9

男性３０代 125 24.0 14.4 10.4 14.4 16.0 16.0 26.4 14.4 36.0 44.8 48.0 36.0 36.8 24.8 25.6 23.2 23.2 28.8 33.6 24.0 20.0 8.0 8.8 16.0

女性２０代 241 24.9 16.2 14.9 15.8 16.6 24.1 37.3 17.8 41.1 56.8 56.0 43.6 50.2 32.8 36.5 26.6 25.3 21.2 35.3 27.0 20.7 5.8 9.5 17.0

女性３０代 388 27.6 16.5 14.7 18.3 15.5 19.8 32.5 16.2 35.8 51.0 50.8 38.7 41.0 24.7 29.4 21.4 20.4 18.8 36.1 18.3 17.5 7.7 10.1 15.7

【基数:対象者全体】

札幌市
性年代

別

関係絆価値 自己実現価値

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体

ゆとり価値 感覚価値
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札幌市居住者（ＷＥＢ）全体

札幌市居住者においても、男女の認識の違いは同様の傾向が見られ、男性は「関係絆価値」と「ゆとり価値」が高く、女性は「自己実現価値」の認識が 
高い。 
 札幌市居住者は、栗山町で過ごすことによって、「自分の知識や視野を広げてくれて」「刺激が得られて」「夢や目標に近づくことができ」たり「贅沢な気分になれ
る」と思っている。これはスコアこそ異なるものの順位は栗山町居住者の札幌市に対する価値観と同一。 



43 東川町のブランド資産（TOP2） ：札幌市居住者 性年代別 

●TOP2：「非常にそう思う」+「ややそう思う」のスコア 

※表内網掛け：全体のスコアに対して■:10％以上/■:5％以上/■:5％以下/■:10％以下 

ブランド価値 

(WEB)Q18 では『東川町』で過ごしていると、どのような気分になると思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 

(%)
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れ
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れ
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れ
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れ
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れ
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れ
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れ
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れ
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れ
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感
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れ
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う
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と
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れ
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ら
れ
る
と
思
う

日
常
か
ら
開
放
さ
れ
た
気
分
に
な
れ
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思
う

577 32.4 33.6 35.2 29.6 36.7 41.8 31.2 31.5 23.4 12.8 18.4 12.8 8.5 21.8 6.4 8.0 17.9 26.0 22.7 35.4 40.9 19.4 40.6 41.6

男性２０代 31 19.4 22.6 22.6 19.4 25.8 22.6 22.6 22.6 3.2 3.2 12.9 9.7 16.1 12.9 9.7 3.2 9.7 25.8 12.9 32.3 22.6 12.9 25.8 25.8

男性３０代 98 28.6 23.5 26.5 22.4 23.5 30.6 24.5 25.5 19.4 14.3 14.3 12.2 11.2 20.4 5.1 7.1 13.3 20.4 18.4 30.6 41.8 17.3 31.6 36.7

女性２０代 146 36.3 38.4 39.7 30.8 43.2 47.9 38.4 36.3 32.2 17.8 23.3 13.7 8.2 24.7 5.5 7.5 18.5 23.3 25.3 37.0 37.7 26.0 45.9 46.6

女性３０代 302 33.1 35.8 37.1 32.5 39.1 44.4 30.8 32.1 22.5 10.9 17.9 12.9 7.0 21.9 7.0 8.9 19.9 29.1 23.8 36.4 44.0 17.5 42.4 42.4

【基数:東川町認知者】

札幌市
性年代

別

関係絆価値 自己実現価値

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体

ゆとり価値 感覚価値
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札幌市居住者（ＷＥＢ）全体

東川町については、全体的に男性に比べて女性の認識が高い。 
 札幌市居住者は、東川町で過ごすことによって、「人の温かさを感じ」「日常から開放された気分になって」「ストレスの少ない生活ができる」と思って いる。 
 全般に栗山町とほぼ同一の傾向。 



44 栗山町居住者の 「居住重視点×各エリア認識」 

栗山町は「治安の良さ」「居住費の安さ」「自然災害の少なさ」については満たしているものの、「働く場」や「医療福祉機関」「交通機関の発達」に関しては低い。 
（これらは札幌市は満たしている） 
 栗山町居住者の居住地検討時重点は、「買い物など日常生活が便利である」がトップ。「働く場が充実している」「治安が良い」「医療・福祉機関が充実している」などが
僅差で続く。 

 栗山町ブランド資産・価値が重視点を上回るのは、「交通渋滞が少ない」「身近に公園や緑がある」「居住環境が静かである」の３つ。 
 札幌市ブランド資産・価値が重視点を上回るのは、「地域内での交通機関が発達していて、移動に便利である」「芸術、伝統芸能などの文化的な活動が盛んである」
「食べ物がおいしい」「働く場が充実している」の４つ 
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Q7,8　栗山町ブランド資産・価値 373 49.1 6.4 69.7 23.9 6.7 22.0 77.5 35.4 22.8 42.9 14.7 13.1 66.8 77.2 74.3 90.6 32.2 35.1 41.0 22.8 14.5

Q16,17　札幌市ブランド資産・価値 369 84.3 86.7 9.2 81.8 19.8 16.0 32.8 10.6 76.7 34.4 92.7 18.7 78.9 7.6 34.7 6.0 19.2 13.0 9.5 12.2 47.4

Q19　住むまち決定時重視点 373 89.8 85.3 84.7 83.9 83.1 83.1 79.9 79.1 78.6 78.3 77.7 77.5 74.3 74.3 71.3 56.6 56.3 54.2 49.1 45.6 34.3

【基数:栗山町居住者/Q16,17は札幌認知者ベース】
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Q7,8 栗山町ブランド資産・価値

Q16,17 札幌市ブランド資産・価値

Q19 住むまち決定時重視点

※質問項目は重視点のものを使用。 
「居住費や家賃が適当である」は、ブランド資産では「居住費や家賃が高いと思う」という内容で聴取
しているため、「そう思わない・計」のスコアを採用。 

(郵送）Q7 『栗山町』は、どのようなところだと思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 
(郵送）Q8 では『栗山町』で過ごしていると、どのような気分になると思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 
(郵送）Q16 『札幌市』は、どのようなところだと思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 
(郵送）Q17 では『札幌市』で過ごしていると、どのような気分になると思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 
(郵送）Q19 あなたが、「住むまち」を検討する際、以下の内容についてどの程度重視しますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。  

●TOP2：「非常にそう思う」+「ややそう思う」のスコア 

※グラフは重視度が高い順にソート 



45 札幌市居住者の 「居住重視点×各エリア認識」 
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Q2,3,4　栗山町ブランド資産・価値 696 7.0 2.2 61.6 2.2 4.6 59.2 37.6 47.8 43.8 25.0 28.4 74.6 5.9 27.3 72.6 38.8 78.9 68.1 47.4 31.2 14.9

Q11,12,13　札幌市ブランド資産・価値 800 78.8 87.5 13.4 76.9 68.9 28.3 17.1 87.1 18.9 21.3 49.1 60.1 66.5 42.8 26.3 32.9 17.5 22.5 16.4 17.3 32.8

Q16,17,18　東川町ブランド資産・価値 577 7.6 2.3 52.9 3.3 5.4 51.0 34.1 40.0 40.9 26.0 21.8 61.7 4.9 31.0 61.0 31.2 65.7 55.6 36.7 29.6 16.8

Q20　住むまち決定時重視点 800 87.9 85.9 85.0 84.9 84.4 83.4 82.5 80.9 75.8 75.0 74.4 71.9 68.1 67.9 66.8 51.5 51.0 48.0 45.0 43.9 25.6

【基数:札幌市居住者/Q2,3,4とQ16,17,18は各認知者ベース】
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Q11,12,13 札幌市ブランド資産・価値

Q16,17,18 東川町ブランド資産・価値

Q20 住むまち決定時重視点

●TOP2：「非常にそう思う」+「ややそう思う」のスコア 

(WEB)Q2,Q3 『栗山町』は、どのようなところだと思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 
(WEB)Q4 では『栗山町』で過ごしていると、どのような気分になると思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 
(WEB)Q11,Q12 『札幌市』は、どのようなところだと思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 
(WEB)Q13 では『札幌市』で過ごしていると、どのような気分になると思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 
(WEB)Q16,Q17 『東川町』は、どのようなところだと思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 
(WEB)Q18 では『東川町』で過ごしていると、どのような気分になると思いますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 
(WEB）Q20 あなたが、「住むまち」を検討する際、以下の内容についてどの程度重視しますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。  

札幌市居住者が重視している上位5項目のうち、栗山町は「居住費」以外の認識は低い。（東川町も同様に低い） 
 札幌市居住者の居住地検討時重点は、「買い物など日常生活が便利である」がトップ。「地域内での交通機関が発達していて、移動に便利である」「居住費や
家賃が適当である」「働く場が充実している」などが僅差で続く。 

 栗山町ブランド資産・価値が重視点を上回るのは、「交通渋滞が少ない」「家を取得しやすい環境である」「居住環境が静かである」「身近に公園や緑がある」
「人とのふれあいを感じられる」の５つ。 

 札幌市ブランド資産・価値が重視点を上回るのは、「芸術、伝統芸能などの文化的な活動が盛んである」「食べ物がおいしい」「地域内での交通機関が発達して
いて、移動に便利である」の３つ 

 東川町ブランド資産・価値が重視点を上回るのは、「交通渋滞が少ない」「家を取得しやすい環境である」の２つ。 

※グラフは重視度が高い順にソート ※質問項目は重視点のものを使用。 
「居住費や家賃が適当である」は、ブランド資産では「居住費や家賃が高いと思う」という内容で聴取
しているため、「そう思わない・計」のスコアを採用。 



46 ブランド資産、価値 ：結果まとめ 

地域ブランド
資産 

栗山町居住者、札幌市居住者どちらも、「経済インフラ資産」と「食文化資産」は札幌市が他
の2市町を大きく上回る。 
栗山町居住者にとって、札幌市に上回っていると認識しているのは、「生活資産」。 

地域ブランド
価値 

札幌市は「自己実現価値」が高く、その他の指標については栗山町と東川町が上回る。 
特に「感覚価値」と「関係絆価値」。 

居住重視点 
× 

獲得認識 

栗山町は居住者は、栗山町に「治安の良さ」「居住費の安さ」「自然災害の少なさ」などについ
て満足しているものの、「働く場」や「医療福祉機関」「交通機関の発達」も求めており、それら
は栗山町にはそのような認識を持っていない。 

札幌市は居住者にとって、居住費の高さは満たせていないものの、利便性など上位項目は満
たされており、満足度の高さも窺える。 

地域ブランド資産では、栗山町は「生活資産」のみ札幌市よりも上回っている。 
（その他は札幌市が上回る ※自然資産も・・） 

ブランド価値について札幌市⇔栗山町・東川町で内容が異なる。 

札幌市・・・自己実現価値 栗山町・・・関係価値、ゆとり価値、感覚価値 

栗山町が居住者に引き続き住みたいと思ってもらうために、札幌市居住者に住みたいと思ってもらうために・・・ 

札幌市と比べると、栗山町を交通や商業施設などの環境面で不便である。 
このネガティブ要素をクリアするにあたって、栗山町の強みである生活のしやすさという資産を、 
そこで実現できる生活イメージ（価値）とあわせて伝えていくことが効果的であると思われる。 



資産認知、魅力度 



48 提示資産一覧 



49 提示資産一覧 



50 栗山町の資産認知 ：居住地別比較 

 札幌市居住者においては、「栗山監督」「バービー」「谷田の日本一きびだんご」「栗山監督ファン感謝デー」以外の資産の認知は低い。 
 札幌市居住者と栗山町居住者で資産認知にギャップが見られるのは、「北海道介護福祉学校」「はらへー太」など。 

※グラフは栗山町居住者の認知率が高い順にソート 

●TOP2：「よく知っている」+「知っている」のスコア 
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栗山町居住者(郵送）全体 373 98.7 98.1 98.1 97.9 97.9 97.6 97.6 96.5 96.0 96.0 95.4 92.8 92.5 92.2 91.7 91.2 90.1 88.5 86.9 86.1 83.4 81.8 81.2 80.4 80.2 78.3 72.7 72.7 66.5 64.6 63.8 57.4 57.1 55.5 49.9 45.3 39.7 33.8 32.7 26.8

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体 696 43.2 21.4 19.0 36.9 77.6 63.8 15.1 43.1 20.0 70.5 41.8 13.8 9.9 19.3 12.2 41.8 20.8 31.6 20.1 8.2 21.1 60.5 12.9 11.9 9.2 9.9 17.8 9.3 14.4 11.4 11.8 10.5 26.4 6.3 14.1 5.6 7.3 6.6 5.5 7.6

【基数:栗山町=対象者全体/札幌市=栗山町認知者】
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栗山町居住者(郵送）全体

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体

(WEB)Q5/(郵送）Q9 『栗山町』の名所、特産、イベント、取り組みなど次の項目について、どの程度ご存知ですか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 



51 栗山町の資産認知 ：栗山町居住者 性年代別 
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373 98.7 98.1 98.1 97.9 97.9 97.6 97.6 96.5 96.0 96.0 95.4 92.8 92.5 92.2 91.7 91.2 90.1 88.5 86.9 86.1 83.4 81.8 81.2 80.4 80.2 78.3 72.7 72.7 66.5 64.6 63.8 57.4 57.1 55.5 49.9 45.3 39.7 33.8 32.7 26.8

男性２０代 53 98.1 96.2 96.2 96.2 94.3 94.3 94.3 92.5 94.3 90.6 90.6 88.7 88.7 84.9 88.7 86.8 84.9 84.9 88.7 77.4 71.7 88.7 77.4 75.5 69.8 69.8 73.6 73.6 67.9 52.8 60.4 47.2 56.6 58.5 50.9 52.8 41.5 43.4 54.7 34.0

男性３０代 105 99.0 99.0 99.0 99.0 97.1 97.1 99.0 96.2 95.2 96.2 95.2 96.2 94.3 93.3 93.3 92.4 92.4 88.6 88.6 87.6 84.8 84.8 86.7 81.9 77.1 79.0 80.0 71.4 63.8 61.9 61.9 61.0 67.6 52.4 51.4 53.3 46.7 34.3 30.5 27.6

男性４０代  *1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0

女性２０代 77 100.0 100.0 98.7 96.1 100.0 98.7 97.4 98.7 97.4 100.0 97.4 94.8 94.8 93.5 92.2 92.2 88.3 84.4 81.8 84.4 83.1 74.0 77.9 81.8 79.2 79.2 67.5 74.0 62.3 57.1 64.9 46.8 48.1 55.8 37.7 39.0 31.2 28.6 24.7 31.2

女性３０代 130 98.5 97.7 98.5 99.2 99.2 99.2 98.5 97.7 97.7 96.2 96.9 90.8 92.3 95.4 91.5 91.5 92.3 92.3 87.7 90.0 88.5 81.5 81.5 81.5 87.7 82.3 70.0 73.8 72.3 78.5 67.7 66.2 55.4 56.2 57.7 40.8 40.0 33.8 30.0 21.5

女性４０代  *2 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 50.0 50.0 100.0 100.0 50.0 50.0 100.0 50.0 50.0 50.0 50.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0

【基数:対象者全体】

栗山町居住者(郵送）全体

栗山町
性年代

別

0

20

40

60

80

100

120

栗山町居住者(郵送）全体

※グラフは栗山町居住者の認知率が高い順にソート 

●TOP2：「よく知っている」+「知っている」のスコア 

※表内網掛け：全体のスコアに対して■:10％以上/■:5％以上/■:5％以下/■:10％以下 

(郵送）Q9 『栗山町』の名所、特産、イベント、取り組みなど次の項目について、どの程度ご存知ですか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 

 栗山町居住者の資産認知は、「栗山公園」がトップ。「栗まんじゅう」「くりやま夏まつり」「小林酒造」などが僅差で続く。 
 男性20代では「オオムラサキカップくりやまサッカーフェスティバル」、男性30代では「農村景観」、女性30代では「子育て支援事業」が特に

高くなっている。 



52 栗山町の資産認知 ：札幌市居住者性年代別 
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696 43.2 21.4 19.0 36.9 77.6 63.8 15.1 43.1 20.0 70.5 41.8 13.8 9.9 19.3 12.2 41.8 20.8 31.6 20.1 8.2 21.1 60.5 12.9 11.9 9.2 9.9 17.8 9.3 14.4 11.4 11.8 10.5 26.4 6.3 14.1 5.6 7.3 6.6 5.5 7.6

男性２０代 35 48.6 20.0 28.6 34.3 77.1 48.6 20.0 40.0 22.9 71.4 40.0 25.7 14.3 14.3 20.0 48.6 22.9 37.1 22.9 11.4 25.7 57.1 20.0 25.7 17.1 17.1 22.9 17.1 20.0 20.0 22.9 11.4 42.9 14.3 20.0 14.3 11.4 14.3 14.3 17.1

男性３０代 113 38.9 21.2 13.3 40.7 76.1 57.5 18.6 31.0 15.9 67.3 43.4 11.5 8.8 15.9 14.2 51.3 24.8 25.7 20.4 9.7 17.7 60.2 15.0 10.6 10.6 12.4 15.9 10.6 15.0 9.7 9.7 11.5 30.1 7.1 15.0 5.3 8.8 7.1 7.1 6.2

女性２０代 192 46.9 22.4 16.1 27.1 76.0 64.6 13.5 41.1 20.8 76.6 37.5 13.0 10.4 14.1 11.5 31.3 21.9 31.8 20.8 7.8 21.4 49.5 13.5 13.5 7.8 8.9 16.1 7.8 17.2 11.5 10.9 9.9 21.4 5.7 10.4 6.3 6.8 6.8 4.7 7.3

女性３０代 356 42.1 21.1 21.3 41.3 78.9 66.9 14.3 48.3 20.5 68.3 43.8 13.8 9.6 23.6 11.2 43.8 18.8 32.9 19.4 7.6 21.6 66.9 11.2 10.1 8.7 9.0 18.8 9.0 12.1 11.0 11.8 10.4 26.4 5.6 15.2 4.5 6.7 5.6 4.5 7.3

【基数:対象者全体】

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体

札幌市
性年代

別
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札幌市居住者（ＷＥＢ）全体

※グラフは栗山町居住者の認知率が高い順にソート 

●TOP2：「よく知っている」+「知っている」のスコア 

※表内網掛け：全体のスコアに対して■:10％以上/■:5％以上/■:5％以下/■:10％以下 

(WEB)Q5 『栗山町』の名所、特産、イベント、取り組みなど次の項目について、どの程度ご存知ですか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 

 札幌市居住者の資産認知は、 「栗山監督」がトップ。「バービー」「谷田の日本一きびだんご」「栗山監督ファン感謝デー」が続く。 
 男性20代の反応が全般に高くなっている。 



53 栗山町の資産魅力 ：居住地別比較 
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栗山町居住者(郵送）全体 373 88.7 82.3 82.0 81.5 81.0 78.0 76.9 73.2 72.4 71.3 71.3 70.8 69.2 67.8 66.0 63.0 62.5 61.4 59.8 59.2 59.0 58.4 55.5 53.1 51.7 51.2 49.9 49.3 45.8 45.6 44.8 44.5 42.9 42.9 42.6 40.5 37.0 34.0 28.4 24.7

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体 800 61.9 63.6 56.4 77.1 54.9 75.8 68.9 58.6 45.8 70.4 60.6 77.9 57.0 48.0 75.3 57.9 41.8 58.4 50.5 38.5 71.5 65.1 44.0 47.6 56.4 35.0 48.1 39.6 61.4 39.1 44.9 53.8 41.5 34.5 56.4 41.6 37.6 44.1 26.1 30.3

【基数:対象者全体】
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栗山町居住者(郵送）全体

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体

※グラフは栗山町居住者の魅力度が高い順にソート 

●TOP2：「よく知っている」+「知っている」のスコア 

(WEB)Q6/(郵送）Q10 『栗山町』の名所、特産、イベント、取り組みなど次の項目について、あなたはどの程度魅力を感じますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 

 札幌市居住者においては、「くりやまコロッケ」「くりやまハムバーガー」「さらさらレッド」「日原メロン」など食品関連が上位に並ぶ。 
 札幌市居住者と栗山町居住者で資産魅力にギャップが見られるのは、「栗山天満宮例大祭」「北の錦」「くりやま夏まつり」など。 



54 栗山町の資産魅力 ：栗山町居住者 性年代別 
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373 88.7 82.3 82.0 81.5 81.0 78.0 76.9 73.2 72.4 71.3 71.3 70.8 69.2 67.8 66.0 63.0 62.5 61.4 59.8 59.2 59.0 58.4 55.5 53.1 51.7 51.2 49.9 49.3 45.8 45.6 44.8 44.5 42.9 42.9 42.6 40.5 37.0 34.0 28.4 24.7

男性２０代 53 86.8 83.0 77.4 81.1 83.0 67.9 73.6 66.0 60.4 62.3 71.7 73.6 73.6 66.0 73.6 56.6 50.9 64.2 52.8 54.7 52.8 58.5 62.3 54.7 62.3 47.2 54.7 41.5 47.2 45.3 49.1 37.7 39.6 41.5 49.1 35.8 34.0 39.6 37.7 35.8

男性３０代 105 89.5 80.0 82.9 72.4 77.1 81.0 73.3 67.6 75.2 65.7 66.7 65.7 65.7 68.6 59.0 56.2 60.0 59.0 60.0 62.9 61.9 57.1 56.2 53.3 54.3 49.5 49.5 48.6 45.7 44.8 40.0 39.0 38.1 33.3 41.9 40.0 35.2 30.5 28.6 20.0

男性４０代  *1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0

女性２０代 77 88.3 84.4 89.6 90.9 81.8 80.5 84.4 83.1 80.5 74.0 76.6 76.6 74.0 68.8 67.5 71.4 66.2 66.2 63.6 57.1 54.5 63.6 53.2 44.2 45.5 54.5 58.4 41.6 44.2 45.5 41.6 49.4 46.8 48.1 39.0 36.4 31.2 42.9 26.0 19.5

女性３０代 130 90.0 81.5 80.0 84.6 84.6 80.0 79.2 76.9 71.5 77.7 72.3 72.3 66.2 66.9 70.8 68.5 67.7 60.8 60.8 60.0 63.8 58.5 54.6 59.2 50.0 52.3 43.8 59.2 48.5 47.7 50.8 51.5 47.7 49.2 43.1 46.9 43.8 30.0 26.9 27.7

女性４０代  *2 100.0 100.0 100.0 50.0 50.0 100.0 50.0 50.0 100.0 50.0 50.0 0.0 100.0 50.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

【基数:対象者全体】

栗山町居住者(郵送）全体

栗山町
性年代

別

0

20

40

60

80

100

栗山町居住者(郵送）全体

※グラフは栗山町居住者の魅力度が高い順にソート 

●TOP2：「よく知っている」+「知っている」のスコア 

※表内網掛け：全体のスコアに対して■:10％以上/■:5％以上/■:5％以下/■:10％以下 

(郵送）Q10 『栗山町』の名所、特産、イベント、取り組みなど次の項目について、あなたはどの程度魅力を感じますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 

 栗山町居住者の資産魅力は、「栗山天満宮例大祭」がトップ。「はらへ―太」「小林酒造」「高校生までの医療費無料化」などが僅差で続く。 
 男性に比べて女性の方が全般に反応が高い傾向。 



55 栗山町の資産魅力 ：札幌市居住者 性年代別 

(%)

　

(N)
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つ
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つ
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ま
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や
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ー
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ェ
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フ

ァ
ン
感
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デ
ー

サ
ケ
稚
魚
放
流
事
業

移
住
促
進
事
業

雨
煙
別
小
学
校
　
コ
カ
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環
境
ハ
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栗
の
樹
フ

ァ
ー
ム
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ま
つ
り

御
大
師
山

角
田
獅
子
舞
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が
り
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舞

ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進

栗
山
町
産
の
栗
で
作

っ
た

「
栗
山
町
の
渋
皮
煮

」

フ

ァ
ー
ブ
ル
の
森
観
察
飼
育
舎

札
響
ひ
な
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト

農
村
景
観

栗
の
活
用
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
２
０
年
計
画

開
拓
記
念
館
・
泉
記
念
館

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
カ

ッ
プ
く
り
や
ま
サ

ッ
カ
ー

フ

ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

く
り
ど
ん

800 61.9 63.6 56.4 77.1 54.9 75.8 68.9 58.6 45.8 70.4 60.6 77.9 57.0 48.0 75.3 57.9 41.8 58.4 50.5 38.5 71.5 65.1 44.0 47.6 56.4 35.0 48.1 39.6 61.4 39.1 44.9 53.8 41.5 34.5 56.4 41.6 37.6 44.1 26.1 30.3

男性２０代 46 54.3 60.9 50.0 67.4 54.3 63.0 63.0 52.2 43.5 60.9 60.9 65.2 54.3 52.2 65.2 56.5 34.8 54.3 52.2 47.8 63.0 58.7 54.3 47.8 52.2 39.1 43.5 39.1 58.7 45.7 45.7 47.8 50.0 34.8 56.5 45.7 47.8 39.1 41.3 39.1

男性３０代 125 49.6 60.0 53.6 67.2 44.8 69.6 59.2 48.8 44.0 52.0 48.8 64.8 44.0 45.6 60.0 44.0 28.0 44.8 40.8 38.4 57.6 56.0 37.6 45.6 57.6 29.6 45.6 32.8 54.4 32.0 42.4 43.2 44.0 32.0 53.6 37.6 38.4 44.0 25.6 26.4

女性２０代 241 64.3 66.4 50.2 86.3 56.0 75.9 75.1 60.2 44.0 73.4 63.1 83.4 62.7 47.7 79.3 57.7 46.9 61.8 56.8 36.9 74.3 70.1 44.0 50.2 53.9 34.9 50.6 39.8 62.2 40.7 47.3 57.7 36.9 37.8 55.6 43.6 34.9 39.0 29.0 29.9

女性３０代 388 65.2 63.4 61.9 75.8 57.5 79.1 68.8 61.6 47.7 75.5 62.9 80.2 58.0 48.5 78.9 62.6 43.8 61.1 49.5 38.4 75.3 65.7 44.8 46.6 58.0 36.3 47.9 41.8 63.4 39.7 44.1 55.4 42.5 33.2 57.7 41.2 37.9 47.9 22.7 30.7

【基数:対象者全体】

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体

札幌市
性年代

別

0

20

40

60

80

100

札幌市居住者（ＷＥＢ）全体

※グラフは栗山町居住者の魅力度が高い順にソート 

●TOP2：「よく知っている」+「知っている」のスコア 

※表内網掛け：全体のスコアに対して■:10％以上/■:5％以上/■:5％以下/■:10％以下 

(WEB)Q6 『栗山町』の名所、特産、イベント、取り組みなど次の項目について、あなたはどの程度魅力を感じますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 

 札幌市居住者の資産認知は、 「くりやまコロッケ」がトップ。「高校生までの医療費無料化」「栗山公園」「くりやまハムバーガー」などが僅差
で続く。 

 男性20代で「栗山監督ファン感謝デー」「ハサンベツ里山２０年計画」「オオムラサキカップくりやまサッカーフェスティバル」が特に高くなって
いる。 



56 栗山町の資産認知×魅力度マップ 【栗山町居住者】 

御大師山

栗山公園

雨煙別小学校

コカ・コーラ環境ハウス

ファーブルの森観察飼育舎

小林酒造

開拓記念館・泉記念館

栗の樹ファーム

農村景観

北の錦

くりやまコロッケ

さらさらレッド
谷田の日本一きびだんご

日原メロン

栗まんじゅう

栗山町産の栗で作った

「栗山町の渋皮煮」

くりやまハムバーガー

くりやま夏まつり

栗山天満宮例大祭

老舗まつり

くりやまマルシェ

栗山監督ファン感謝デー

匠まつり

札響ひなまつり

コンサート
栗の活用プロジェクト

ハサンベツ里山２０年計画

ふるさと教育の推進

高校生までの医療費無料化

北海道介護福祉学校

サケ稚魚放流事業移住促進事業

子育て支援事業

国蝶オオムラサキ

角田獅子舞

かがり火舞

栗山監督

バービー

味道広路（あじどころ）

はらへー太

値ごろ市

くりどん

オオムラサキカップ

くりやまサッカーフェスティバル
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魅
力
度 

認知度 

平均 
 77.6 

平均 
 58.5 

【栗山町居住者ベース】 

(郵送）Q9  『栗山町』の名所、特産、イベント、取り組みなど次の項目について、どの程度ご存知ですか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 
(郵送）Q10  『栗山町』の名所、特産、イベント、取り組みなど次の項目について、あなたはどの程度魅力を感じますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 

「高校生までの医療費無料化」「子育て支援事業」は魅力度が高いものの、認知されていない。 
 栗山町居住者において、認知、魅力共に高い資産は「栗山天満宮例大祭」「はらへー太」「小林酒造」「くりやま夏まつり」「栗山公園」。 



57 栗山町の資産認知×魅力度マップ 【札幌市居住者】 

御大師山

栗山公園

雨煙別小学校

コカ・コーラ環境ハウス

ファーブルの森観察飼育舎

小林酒造

開拓記念館・泉記念館

栗の樹ファーム

農村景観

北の錦

くりやまコロッケ

さらさらレッド

谷田の日本一きびだんご

日原メロン

栗まんじゅう
栗山町産の栗で作った

「栗山町の渋皮煮」

くりやまハムバーガー

くりやま夏まつり

栗山天満宮例大祭

老舗まつり

くりやまマルシェ

栗山監督ファン感謝デー

匠まつり

札響ひなまつり

コンサート

栗の活用プロジェクト

ハサンベツ里山２０年計画

ふるさと教育の推進

高校生までの医療費無料化

北海道介護福祉学校

サケ稚魚放流事業

移住促進事業

子育て支援事業

国蝶オオムラサキ

角田獅子舞

かがり火舞

栗山監督

バービー

味道広路（あじどころ）

はらへー太

値ごろ市

くりどん

オオムラサキカップ

くりやまサッカーフェスティバル
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魅
力
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認知度 

平均 
 22.8 

平均 
 52.9 

【札幌居住者ベース】 

(WEB）Q5 『栗山町』の名所、特産、イベント、取り組みなど次の項目について、どの程度ご存知ですか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 
(WEB）Q6 『栗山町』の名所、特産、イベント、取り組みなど次の項目について、あなたはどの程度魅力を感じますか。それぞれについて、あてはまるものをお知らせください。 

札幌市居住者に知られていないが魅力の高い資産は「高校生までの医療費無料化」「くりやまハムバーガー」 
「くりやまマルシェ」など多い。 
 札幌市居住者において、認知、魅力共に高い資産は「くりやまコロッケ」「栗山公園」「谷田の日本一きびだんご」。 



58 栗山町の資産 ：結果まとめ 

札幌市居住者に認知されていないが、魅力度の高い資産が多い。 

【生活支援事業】 
• 高校生までの医療費無料化 
• 子育て支援事業 
• 移住促進事業 

【祭り】 
• 栗山天満宮例大祭 
• 老舗まつり 
• くりやま夏まつり 

 

【その他】 
• 御大師山 
• 値ごろ市 

 

【食資産】 
• くりやまハムバーガー 
• 日原メロン 
• はらへー太 
• 栗まんじゅう 
• 味道広路 
• 栗山町渋川煮 

また 「高校生までの医療費無料化」「子育て支援事業」は、栗山町居住者にとっても、 
知られていないが魅力の高い内容であり、継続居住意向を高めていくためにも重要な 

要素と思われる。 



シティプロモーションへの関心 



60 栗山町シティプロモーション関心度、参加意向 

(郵送）Q21  「くりやま若者シティプロモーション事業」について、あなたはどの程度関心がありますか。 

(郵送）Q22 では、あなたご自身として、この活動に参加してみたいと思いますか。 

「くりやま若者シティプロモーション事業」への関心度は4割弱で、参加意向は2割半ば。 

男性20代の関心度が他と比べてやや高め。 

【基数:対象者全体】 （％）

N

関心がある
（計）

373 37.3%

男性２０代 53 41.5%

男性３０代 105 36.2%

男性４０代  *1 0.0%

女性２０代 77 41.6%

女性３０代 130 36.2%

女性４０代  *2 0.0%

栗山町居住者
(郵送）全体

栗
山
町
 

性
年
代
別

非常に

関心がある

10.5 

20.8 

14.3 

-

3.9 

7.7 

-

やや関心

がある

26.8 

20.8 

21.9 

-

37.7 

28.5 

-

どちらでも

ない

21.7 

15.1 

18.1 

100.0 

22.1 

26.2 

50.0 

あまり

関心がない

21.4 

22.6 

22.9 

-

20.8 

19.2 

50.0 

全く

関心がない

18.0 

18.9 

21.0 

-

14.3 

18.5 

-

無回答

1.6 

1.9 

1.9 

-

1.3 

-

-

【基数:対象者全体】 （％）

N

参加してみた
いと思う（計）

373 26.3%

男性２０代 53 30.2%

男性３０代 105 28.6%

男性４０代  *1 0.0%

女性２０代 77 23.4%

女性３０代 130 26.2%

女性４０代  *2 0.0%

栗山町居住者
(郵送）全体

栗
山
町
 

性
年
代
別

非常に

参加して

みたいと思う

6.4 

9.4 

8.6 

-

5.2 

4.6 

-

やや参加

してみたい

と思う

19.8 

20.8 

20.0 

-

18.2 

21.5 

-

どちら

でもない

29.0 

22.6 

21.0 

-

41.6 

31.5 

50.0 

あまり参加

してみたいと

思わない

18.0 

22.6 

20.0 

100.0 

13.0 

16.2 

50.0 

全く参加

してみたい

と思わない

25.2 

22.6 

28.6 

-

20.8 

26.2 

-

無回答

1.6 

1.9 

1.9 

-

1.3 

-

-

「くりやま若者シティプロモーション事業」関心度 「くりやま若者シティプロモーション事業」参加意向 



調査資料 
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くりやま若者シティプロモーション事業 
アンケート調査のご協力のお願い 

 

皆さまには、日頃より町行政の推進にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

さて、栗山町では、人口減少・高齢化が急速に進行する状況の中、これからのまちづくりを担う若

者・子育て世代を増やしていくために、「くりやま若者シティプロモーション事業」を今年度より推進して

いきます。（事業概要は別紙のとおり） 

本事業を戦略的に推進していくために、町内にお住いの 20歳から 39歳までの方々に「栗山町へ

の愛着や定住意向」、「栗山町の魅力やイメージ」などについてのアンケート調査を実施することとい

たしました。 

このアンケートの結果は、平成２８年度中に策定を予定しています「くりやま若者シティプロモーショ

ン戦略プラン」の基礎資料として活用させていただくとともに、町ホームページなどで公表していく予定

です。 

なお、アンケート調査は無記名方式で実施し、回収した調査票はすべて統計的に処理しますので、

個人が特定されることはございません。 

 お忙しいこととは存じますが、本調査の趣旨をご理解いただき、ご協力いただきますようよろしくお願

いいたします。 

 

平成２８年２月  栗山町長  椿 原  紀 昭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■お問い合わせ先 

 栗山町若者定住推進室  

電話：0123-73-7521  担当：三浦・金丸 

                         （月～金 8：30～17：15） 

■ ご記入にあたってのお願い ■ 

＊この調査は、栗山町内にお住いの 20歳～39歳（基準日：平成 28年 1月 1日）までの方に 

お願いしています。 

＊調査票は、ご本人（封筒のあて名の方）がお答えください。 

＊お答えは無記名でお願いします。 

＊お答えは、質問にしたがって、あてはまる番号に○をつけてください。 

＊○の数は各設問のあとに記載してあります（○は１つだけ）、（○はそれぞれ１つずつ）によって、

つけてください。 

＊回答の指示が （できるだけ詳しく） となっているものについては、ご意見を具体的にご記入くだ

さい。 

＊ご記入は黒の鉛筆またはボールペンでお願いいたします。 

＊ご記入いただいた調査票は ２月２９日（月）までに同封の返信用封筒に入れて、ご投函くださ

い。（切手を貼らずにお出しください。お名前を記入する必要はありません。） 

挨拶状 
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くりやま若者シティプロモーション事業概要 
 

■目的 人口減少・高齢化が急速に進行する状況の中、これからのまちづくりを担う若者・子育て世代

を増やしていくために、町内の若者・子育て世代のまちへの愛着を高めるとともに、まちの魅

力を町内外の若者・子育て世代へ効果的かつ継続的に発信することにより、栗山町に「住みた

い、住み続けたい」と思うブランドイメージの定着化を図ること 
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情報発信 

■推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■推進スケジュール 

年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

現状把握に関する調査分析       

キックオフセミナー       

町民組織プロモーション推進隊       

若手町職員チーム       

戦略プラン策定       

人材発掘・育成ワークショップ       

フェイスブック       

情報誌の発行       

 
 
それぞれが活動しやすいよう環境を

整え横断的な連携サポートを行う。 

ツールを使う人 

 
町民・企業・団体・行政  
町外の方   など 

魅力情報を発信する人 

 
町民・町外の方・マスコミ 
など 

交流 

専門家 トータルプロデューサー（委託事業者） 

町民  

  

 

くりやま若者シティプロモーション事業 

若手町職員 

チーム組織 

外部協力 
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・町民団体 

・大学 

  など 

連
携
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チーム子育て 

・子育て世代に特化

したチーム 

魅力発信 

・若者、子育て世代が興味を引

く情報の発信方法を検討する 

魅力発見 

・若者、子育て世代が興味を引くも

のを様々な角度から掘り起こす 

人・ものづくり・食・歴史・伝統・イベント・自然・生活環

境・農業・レジャー等、様々な角度から検討。 

行政 

チーム若者 

・若者に特化した 

チーム 

統一的なプロモーションによる発信（ツール作成、クロスメディア戦略等） 

チーム学生 
・外からの目線に
よる魅力発掘に
特化したチーム 

地域おこし協力隊 

連
携 連携 

・栗山の魅力掘り起し、効果的な情報の整理・発信の検討

プロモーション推進隊 

戦略プラン

に基づく 

事業展開 

くりやま若者シティプロモーション事業概 
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調査票 
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